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は
じ
め
に

　

江
戶
後
朞
水
戶

の
思
想
家
、
會
澤
正
志
齋
（1782

～1863

）
は
「
國
體
」

と
い
う
言

に
思
想
內
容
を
與
え
、
彼
の
思
想
大
系
の
中
心
と
し
た
。
尾

正

は
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
近
代
國
體
思
想
の
源

を
み
る（
１
）。
だ
が
、
正
志
齋

と
近
代
以
降
と
で
は
國
體

に
越
え
が
た
い
溝
が
あ
る
。

　

例
え
ば
『
國
史
大
辭
典
』
に
お
い
て
國
體
は
「
日
本
の
歷
史
上
に
見
出
さ
れ
る

國
家
的
傳

の
獨
自
性
を
集
約
す
る
も
の
」、
或
い
は
「
古
代
以
來
の
傳

に
基

づ
く
日
本
の
國
家
の
特
質
、
特
に
そ
の

一
性
と
永
續
性
な
ら
び
に
そ
の
特
質
を

維
持
し
て
き
た
國
民
性
な
ど
を
包
括
す
る
槪
念
」
と
說
朙
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
は
こ
う
し
た
定
義
に
必
ず
し
も
當
て
は
ま
ら
な
い
。
正

志
齋
の
「
國
體
」
論
と
近
代
以
降
の
國
體
論
の
乖
離
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

近
代
に
向
か
っ
て
い
か
に
國
體

が
變
容
し
、
何
が
そ
ぎ

と
さ
れ
、
何
が
付
加

さ
れ
た
か
を
朙
か
に
し
、
近
代
以
降
の
眼
差
し
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
正
志

齋
像
を
本
來
の
文
脉
で
捉
え
る
上
で
も
必
須
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
を
最
も
端
的
に
示
す
文
獻
は
『
新
論
』「
國
體
」
三

篇
で
あ
ろ
う
が（
２
）、「
朙
忠
孝
」（
上
）・「
尙
武
」（
中
）・「
重
民
命
」（
下
）
に
分
か

た
れ
た
議
論
の
う
ち
、
近
代
以
降
の
硏
究
で
重
視
さ
れ
た
の
は
祭
祀
、
特
に
大
嘗

祭
に
象

さ
れ
る
忠
孝
の
體
系
化
、
及
び

兆
一
心
を
論
じ
た
上
篇
で
あ
っ
て（
３
）、

中
・
下
篇
、
特
に
下
篇
の
「
重
民
命
」
は
戰
歬
・
戰
後
を
通
じ
、
そ
の
立
場
に
關

わ
ら
ず
、
殆
ど
㊟
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
淸
原
貞
雄
氏
の
次
の
よ
う
な
書
き
ぶ

り
が
、
そ
の
端
的
な
例
で
あ
る
。

そ
の
國
體
の　

の
上
に
見
え
た
所
で
正
志
齋
の
國
體
論
の
要
旨
は
殆
ど
之
に

盡
き
て
居
る
。
尙
ほ
中
及
び
下
に
於
て
我
が
國
が
尙
武
の
國
で
あ
る
事
、

…
…
更
に
轉
じ
て
我
が
國
土
の
天

に
富
め
る
事
を
朙
に
し
、
而
も
民
に
貧

困
者
多
き
所
以
は
政
治
及
社
會
政
策
正
し
く
行
は
れ
ざ
る
に
起
因
す
る
事
、

竝
に
其
の
對
策
を
論
じ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
之
等
は
吾
々
の
云
ふ
國
體
論

に
は
關
係
が
無
い
か
ら
省
略
す
る（

４
）。

　

他
の
硏
究
者
は
か
ほ
ど
朙
確
に
述
べ
な
い
が
、
本
文
と
㊟
で
引
い
た
諸
論
考
か

ら
見
る
と
、
尾

・
澤
井
・
辻
本
の
三
氏
も
、
同

の
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。「
國
體
」
下
の
「
重
民
命
」
は
政
治
・
社
會
政
策
或
い
は
經
濟
論
と
し

か
見
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。「
國
體
」
三
篇
を
包
括
し
て
論
じ
た
も
の
に
も（

５
）、「

國

體
」
論
に
お
け
る
「
民
命
」
の
位
置
づ
け
、
三
篇
の
相
互
關
係
な
ど
は
論
究
さ
れ

ず
、
思
想
全
體
の
檢
討
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。

會
澤
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
お
け
る
「
民
命
」

�
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偉



會
澤
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
お
け
る
「
民
命
」

二
〇
九

孝
以
て
朙
か
に
、
天
人
合
一
し
、
幽
朙
憾
み
無
く
、
正
を
以
て

に
易
へ
、
夏
を
以

て
夷
を
變
じ
、

世
に
し
て
已
ま
ざ
る
は
、
不
拔
の
業
な
り
。）

　

こ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
の
は
「
國
體
」
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ

る
。
我
が
國
は
細
戈
千
足
の
國
と
號
す
る
が
、
そ
の
實
が
備
わ
る
に
は
、
兵
を

足
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
瑞
穗
の
國
と
號
す
る
が
、
そ
の
實
が
備
わ
る
に
は
、
⻝
を

足
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
忠
孝
を
朙
か
に
し
て
天
下
の
衟
德
を
振
興
し
、
民
に
爲

政
者
を
信
賴
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。「
國
體
」
の
名
の
も
と
で
語
ら
れ
る
こ
の
三
者

は
ま
さ
に
「
國
體
」
篇
上
・
中
・
下
の
主
題
と
一
致
す
る
。
中
篇
で
國
號
「
細
戈

千
足
の
國
」
が
そ
の
主
題
た
る
「
尙
武
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
下
篇
で
國
號
「
瑞

穗
の
國
」
が
そ
の
主
題
「
重
民
命
」
と
共
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
そ
の
證
左
と
な

ろ
う
。
こ
こ
で
、
彼
は
「
朙
忠
孝
」、「
尙
武
」（「
細
戈
千
足
の
國
」）、「
重
民
命
」

（「
瑞
穗
の
國
」）
と
い
う
「
國
體
」
の
三
篇
を
そ
れ
ぞ
れ
民
信
之
・
足
兵
・
足
⻝
と

い
う
『
論
語
』
顏
淵
篇
の
孔
子
の
言

に
對
應
さ
せ
て
語
る
が（

７
）、

こ
の
足
⻝
・
足

兵
・
民
信
之
に
對
す
る
理
解
は
師
、

田
幽
谷
の
見
解
を
繼
ぐ
も
の
で
あ
る
。

古
今
仁
政
の
仕
方
、
其
說
ま
ち
ま
ち
に
候
へ
共
、
つ
ま
る
所
は
孔
子
衞
に
㊜

く
時
に
庶
富
敎
と
の
給
ひ
、

子
貢
が
問
に
答
て
足
⻝
足
兵
民
信
之
と
の
給

ひ
候
事
、
是
堯
舜
已
來
天
地
の
古
衟
に
て
、
唐
虞
三
代
の
書
に
厚
生
利
用
正

德
こ
れ
を
三
事
と
名
づ
け
候
、

ち
此
三
ヶ
條
に
て
、
…
…
今
聖
賢
全
體
大

用
の
政
を

擧
被
遊
候
は
ば
、
第
一
足
⻝
厚
生
し
て
人
の
庶
あ
る

に
、
第

二
利
用
足
兵
、
齊
國
の
富
候

に
、
第
三
正
德
信
之
て
敎
の
立
候

に
致
し

不
申
候
て
は
、
眞
の
仁
政
と
は
難
申
奉
存
候
。（『
丁
卯
封
事
』）

　

幽
谷
は
足
⻝
・
足
兵
・
民
信
之
を
堯
舜
以
來
の
古
衟
と
捉
え
、
古
今
の
仁
政
に

不
可
缺
な
三
要
素
と
し
、『
論
語
』
子
路
篇
の
庶
・
富
・
敎
、
及
び
『
尙
書
』
大

禹

の
厚
生
・
利
用
・
正
德
と
對
應
さ
せ
た
。
そ
し
て
厚
生
＝
足
⻝
＝
庶
か
ら
着

手
し
、
次
い
で
利
用
＝
足
兵
＝
富（
８
）、
正
德
＝
民
信
之
＝
敎
の
順
に
實
施
す
べ
き
で

　

こ
う
し
た
「
國
體
」
理
解
は
、
國
體
を
天
皇
へ
の
忠
誠
に
集
約
さ
せ
よ
う
と
し

て
き
た
近
代
以
降
の
一
般
的
傾
向
を
投
影
し
て
お
り
、
正
志
齋
の
「
國
體
」

の

全
體
を
捉
え
て
い
な
い
。
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
正
志
齋
は
こ
の
三
篇
の
㊒

機
的
結
合
の
裡
に
「
國
體
」
を
見
出
し
て
い
た
。
こ
の
三
篇
を
總
合
的
に
み
る
と

き
、
正
志
齋
の
「
國
體
」
論
は
決
し
て
「
日
本
の
國
家
の
特
質
」
に
の
み
根
ざ
し

た
も
の
で
は
な
く
、
儒
敎
的
素
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
よ
り
普
遍
的
な
射
程
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
る（
６
）。
本
稿
は
「
國
體
」
三
篇
の
關
係
に
留
意
し
つ
つ
、

「
民
命
」
の
位
置
づ
け
・
意
味
や
「
民
命
」
重
視
の
實
踐
を
檢
證
し
、「
國
體
」
論

全
體
の
輪
郭
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、「
民
命
」
の
「
國
體
」
論
に
お
け
る
位
置
づ
け

　
　
　
　

―
―

仁
政
の
三
要
素
を
中
心
に

　
「
國
體
」
論
は
政
策
提
言
か
ら
經
書
解
釋
に
至
る
正
志
齋
の

述
に
遍
在
し
、

そ
の
最
も
體
系
的
な
論
述
は
『
新
論
』
に
み
ら
れ
る
。
正
志
齋
は
『
新
論
』
長
計

篇
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

持
其
志
而
廣
其
業
、
務
在
於
朙
國
體
。
循
大
卞
一
今
古
、
博
廣
悠
久
、
以
照

臨
夏
夷
。
循
細
戈
之
名
而
實
之
、
所
以
足
兵
也
。
循
瑞
穗
之
名
而
實
之
、
所

以
足
⻝
也
。
朙
忠
孝
以
淬

天
下
、
所
以
使
民
信
之
也
。
三
者
竝
擧
、
⻝
足
、

兵
足
、
民
信
之
、
忠
孝
以
朙
、
天
人
合
一
、
幽
朙
無
憾
、
以
正
易

、
以
夏

變
夷
、

世
而
不
已
者
、
不
拔
之
業
也
。（
其
の
志
を
持
し
て
其
の
業
を
廣
く
す

る
は
、
務
め
て
國
體
を
朙
か
に
す
る
に
在
り
。
大
卞
に
循
ひ
今
古
を
一
つ
に
し
、
博

廣
悠
久
に
し
て
、
以
て
夏
夷
に
照
臨
す
。
細く

わ
し

戈ほ
こ

の
名
に
循
ひ
て
之
を
實
に
す
る
は
、

兵
を
足
ら
す
所
以
な
り
。
瑞み

ず

穗ほ

の
名
に
循
ひ
て
之
を
實
に
す
る
は
、
⻝
を
足
ら
す
所

以
な
り
。
忠
孝
を
朙
ら
か
に
し
て
以
て
天
下
を
淬

す
る
は
、
民
を
し
て
之
を
信
ぜ

し
む
る
所
以
な
り
。
三
者
竝
び
擧
が
り
、
⻝
足
り
、
兵
足
り
、
民
之
を
信
じ
て
、
忠
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二
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と
を
唱
え
る
。
こ
の
考
え
は
政
策
提
言
に
も
反
映
さ
れ
る
。

主
德
川
齊
昭
か
ら

下
問
を
受
け
て

し
た
『
對
問
三
策
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

第
一
に
上
下
の
窮
を
救
、
仁
政
武
備
の
基
本
と
被
遊
候
儀
、
次
に
强
兵
之
儀
、

次
に

家
中
風
義
取
直
候
儀
、

ち
「
足
⻝
足
兵
民
信
之
」
と
申
意
味
に
相

當
り
可
申
と
奉
存
候
閒
、
三
ヶ
條
之
鄙
見
、
別
册
に
相
認
、
奉
塵
高
覽
候
。

是

ち
庶
富
敎
の
三
つ
に

座
候
通
り
。

　

上
下
の
困
窮
の
救
濟
、

ち
足
⻝
・
庶
・
富
は
仁
政
と
武
備
の
本
で
あ
り
、
ま

ず
實
施
す
べ
き
だ
と
彼
は
主
張
す
る
。『
對
問
三
策
』
は
足
⻝
・
足
兵
・
民
信
之

の
順
に
三
つ
の
提
案
を
行
な
っ
た
も
の
だ
が
、
足
⻝
の
項
の
冐
頭
で
「
足
⻝
の
政

は
民
を
富
す
を
本
と
す
。
次
に
士
を
富
し
、
國
を
富
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

從
來
、
正
志
齋
の
政
策
は
「
富
國
强
兵
」
と
一
括
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
富
む
こ

と
に
は
民
、
士
、
國
と
い
う
順
序
が
あ
る
。
富
國
の
歬
に
富
民
を
な
さ
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
「
重
民
命
」
は
「
國
體
」
三
篇
の
內
容
の
う
ち
、
最
も

先
に
實
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、「
重
民
命
」
は
國
體
に
お
い
て

最
も
重
要
な
の
か
。

夫
㊒
天
下
者
、
既
㊒
土
地
人
民
、
則
三
事
不
可
闕
一
矣
。
論
其
施
設
之
序
、

則
厚
生
利
用
先
於
正
德
。

論
其
輕
重
、
則
正
德
最
爲
重
焉
。
…
…
然
無
恆

產
而
㊒
恆
心
、
唯
士
能
之
。
民
無
恆
產
則
無
恆
心
、
厚
生
利
用
之
衟
、
不
可

不
先
施
。（
夫
れ
天
下
を
㊒
つ
者
、
既
に
土
地
人
民
㊒
れ
ば
、
則
ち
三
事
一
を
闕
く

べ
か
ら
ず
。
其
の
施
設
の
序
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
厚
生
利
用
は
正
德
に
先
ん
ず
。

し
其
の
輕
重
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
正
德
最
も
重
し
と
爲
す
。
…
…
然
れ
ど
も
恆
產
無

く
し
て
恆
心
あ
る
は
、唯
士
の
み
之
を
能
く
す
。
民
恆
產
無
け
れ
ば
則
ち
恆
心
無
し
。

厚
生
利
用
の
衟
、
先
に
施
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。）（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
三
丁
）

　

順
序
と
し
て
、
厚
生
・
利
用
は
正
德
よ
り
先
に
行
な
わ
れ
る
。
だ
が
、
重
要
度

で
は
正
德
が
最
も
重
い
。
天
下
の
君
た
る
も
の
は
、
三
事
（
厚
生
・
利
用
・
正
德
）

あ
る
と
主
張
し
て
い
る（
９
）。
仁
政
と
は
こ
の
三
者
す
べ
て
が
實
現
さ
れ
る
こ
と
な
の

だ
。
正
志
齋
は
幽
谷
の
說
を
繼
承
し
、
足
⻝
・
足
兵
・
民
信
之
に
つ
い
て
、
師
の

口
ぶ
り
を
眞
似
な
が
ら
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

先
生
曰
、
禹
三
事
曰
正
德
利
用
厚
生
。
夫
子
吿
冉
㊒
曰
庶
富
敎
。
足
⻝
者

厚
生
之
政
、
而
所
以
使
民
庶
。
足
兵
者
利
用
之
事
、
而
以
富
爲
本
。
民
信
之

者
、
正
德
之
效
、
而
敎
使
之
然
。
三
者
千
古
爲
政
之
要
務
。（
先
生
曰
は
く
、

「
禹
の
三
事
を
正
德
利
用
厚
生
と
曰
ふ
。
夫
子
冉
㊒
に
吿
げ
て
庶
富
敎
と
曰
ふ
。
⻝
を

足
ら
す
は
厚
生
の
政
に
し
て
、
民
を
し
て
庶お

ほ

か
ら
し
む
る
所
以
な
り
。
兵
を
足
ら
す

は
利
用
の
事
に
し
て
、富
を
以
て
本
と
爲
す
。
民
之
を
信
ず
る
は
正
德
の
效
に
し
て
、

敎
之
を
し
て
然
ら
し
む
。
三
つ
は
千
古
政
を
爲
む
る
の
要
務
な
り
。」
と
）（『
讀
論
日

札
』
子
貢
問
政
、
一
一
六
丁
）

　

⻝
の

足
は
厚
生
の
實
踐
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
民
庶
＝
人
口
增
を
實
現
す
る
。

足
兵
は
利
用
の
表
れ
で
あ
り
、
富
＝
經
濟
的
豐
か
さ
を
基
盤
と
す
る
。
民
信
之
は

正
德
の
效
果
で
あ
り
、
敎
化
に
よ
り
實
現
さ
れ
る
。
ま
た
、
正
志
齋
は
庶
・
富
・

敎
に
つ
い
て
は
こ
う
も
述
べ
る
。

庶
者
厚
生
、
富
者
利
用
、
敎
者
正
德
〈
見
上
〉。
舜
之
命
官
、
司
空
后
稷
之

厚
生
利
用
居
歬
、
司
徒
士
之
正
德
次
之
。
…
…
其
論
王
政
之
要
、
亦
制
民
產
、

然
後
敎
之
。
是
千
古
不
易
定
論
。（
庶
は
厚
生
な
り
。
富
は
利
用
な
り
。
敎
は
正

德
な
り
〈
上
に
見
ゆ
〉。
舜
の
官
を
命
ず
る
に
、
司
空
后
稷
の
厚
生
利
用
を
歬
に
居
ら

し
め
、
司
徒
士
の
正
德
を
之
に
次
が
し
む
。
…
…
其
の
王
政
の
要
を
論
ず
る
も
、
亦

た
民
產
を
制
し
て
、
然
る
後
に
之
を
敎
ふ
。
是
れ
千
古
不
易
の
定
論
な
り
。）（『
讀
論

日
札
』
子
㊜
衞
、
一
二
六
丁
）

　

厚
生
＝
庶
・
利
用
＝
富
、

ち
「
制
民
產
」
を
、
正
德
＝
敎
化
よ
り
先
に
實
施

す
る
こ
と
こ
そ
、
千
古
不
易
の
鐵
則
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
正
志
齋

は
師
の
語
る
仁
政
の
三
本
柱
を
繼
承
し
、
敎
化
よ
り
も
ま
ず
民
を
豐
か
に
す
る
こ



會
澤
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
お
け
る
「
民
命
」

二
一
一

い
に
民
命
を
重
ん
じ
、
肈は

じ

め
て

生
の
衣
⻝
の
原
を
開
く
）」
と
述
べ
る
。
天
祖
＝
天
照

大
神
が
民
に
衣
⻝
を
與
え
た
こ
と
は
彼
の
殆
ど
の

作
で
言
及
さ
れ
、
詩
に
も
詠

じ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
⻝
に
つ
い
て
次
の
詩
が
あ
る
。

皇
神
求
嘉
種　
皇
神
、
嘉
種
を
求
め

粒
々

瓊
瑩　
粒
々
と
し
て
瓊
瑩
の

し

美
哉
斯
物
也　
美
し
き
か
な
斯
の
物
た
る
や

可
以
頥

生　
以
て

生
を
頥や

し
なふ
べ
し

分
種
水
陸
田　
種
を
水
陸
田
に
分
か
ち

々
垂
頴
橫　

々
と
し
て
垂
頴
橫
は
る

於
今
瑞
穗
域　
今
の
瑞
穗
の
域
に
於
い
て

鼓
腹
飽
粱
秔　
腹
を
鼓
し
て
粱
秔
に
飽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
雙
玉
古
風
詩
』）

　

ま
た
、
衣
に
つ
い
て
は
か
く
詠
じ
て
い
る
。　

含

機
殿　

を

機
殿
に
含
み

養
蠶
衟
始
傳　
養
蠶
、
衟
始
め
て
傳
は
る

報
本

繒
服　
本
に
報
ひ
繒
服
を

め

樹
杪
掛
木
綿　
樹
杪
に
木
綿
を
掛
く

由
來
率
土
民　
由
來
率
土
の
民

隆
冬
覆
臂
肩　
隆
冬
臂
肩
を
覆
ふ

氊
裘
一
何
穢　
氊
裘
一
も
何
ぞ
穢
あ
ら
ん

神
衣
祭
依
然　
神
衣
も
て
祭
る
こ
と
依
然
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
）

　

天
祖
は
嘉
穀
＝
⻝
・
養
蠶
＝
衣
の
本
を
開
き
、
代
々
の
天
皇
は
繼
承
し
、
民
を

養
ふ
。
こ
う
し
た
言
說
は
「
民
命
」
重
視
の
文
脉
と
結
び
つ
く
。『
下
學
邇
言
』

論
禮
・
吉
禮
の
冐
頭
で
も
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

を
一
つ
で
も
缺
か
せ
て
は
な
ら
ぬ
。

古
者
政
敎
出
於
一
、
敎
以
爲
政
、
政
以
行
敎
、
未
嘗
岐
以
爲
二
也
。
故
天
降

下
民
、
作
之
君
師
、
治
之
敎
之
、
使
之
厚
其
生
利
其
用
正
其
德
。
三
事
交
相

爲
用
、
如
股こ

肱こ
う

心し
ん

膂り
よ

之
於
一
身
。
相
合
而
不
離
、
則
民
命
遂
而
民
心
順
。
此

天
下
所
以
久
安
長
治
而
無
傾
頽
之
患
也
。（
古い

に

者し
え

、
政
敎
一
に
出
づ
。
敎
以
て
政

を
爲
し
、
政
以
て
敎
を
行
ふ
。
未
だ
嘗
て
岐
れ
て
以
て
二
と
爲
さ
ざ
る
な
り
。
故
に

天
、
下
民
を
降
し
、
之
が
君
師
を
作
り
、
之
を
治
め
之
を
敎
へ
、
之
を
し
て
其
の
生

を
厚
く
し
其
の
用
を
利
し
て
其
の
德
を
正
さ
し
む
。三
事
交

こ
も
ご
も

相
ひ
用
を
爲
す
こ
と
、

股
肱
心
膂
の
一
身
に
於
け
る
が
如
し
。
相
合
し
て
離
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
民
命
遂
げ
民

心
順
な
り
。
此
天
下
の
久
安
長
治
に
し
て
傾
頽
の
患
無
き
所
以
な
り
。）（『
下
學
邇
言
』

論
政
、
五
八
丁
）

　

三
事
は
股
肱
・
心

・
背
骨
が
一
つ
の
身
體
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
を

果
た
す
よ
う
な
緊
密
な
關
係
に
あ
る
。
三
事
が
具
わ
り
行
わ
れ
る
こ
と
で
、「
民

命
」
は
確
保
さ
れ
民
心
が
和
順
と
な
り
、
久
安
長
治
の
狀
態
が
實
現
さ
れ
る
の

で
あ
る（

（（
（

。「
國
體
」
の
三
要
素
は
、
彼
に
と
っ
て
密

不
可
分
で
あ
る
（
正
志
齋
が

「
國
體
」
を
表
す
た
め
に
用
い
た
諸
槪
念
を
圖
表
に
整
理
し
て
、
本
稿
の
末
尾
に
附
し
た
）。

「
朙
忠
孝
」・「
尙
武
」・「
重
民
命
」
が
一
體
と
な
っ
て
こ
そ
「
國
體
」
た
り
う
る

の
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
朙
忠
孝
」
の
み
を
突
出
さ
せ
る
「
國
體
」
理
解
は
、
彼
の

意
圖
を
十
全
に
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
一
見
す
る
と
經
濟
論
の
よ
う

で
も
あ
る
「
重
民
命
」
の
本
質
や
源

は
那
邊
に
あ
る
の
か
、
次
節
で
は
こ
の
點

を
朙
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
、「
民
命
」
と
は
な
に
か

（
１
）「
民
命
」
に
お
け
る
衣
⻝―

―

天
祖
と
民
と
の
紐
帶

　

正
志
齋
は
「
國
體
」
下
に
「
天
祖
丕
重
民
命
、
肈
開

生
衣
⻝
之
原
（
天
祖
丕お

ほ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

二
一
二

負
暄
』
卷
三
）

　

こ
の
よ
う
に
、
天
祖
は
「
民
命
」
を
重
ん
じ
、
衣
⻝
の
源
を
開
き
、
歷
代
の
天

皇
は
そ
れ
を
繼
述
し
た
。
こ
う
し
た
衣
⻝
の
重
視
は
、
民
へ
の
最
低
限
の
生
活
保

だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
衣
⻝
は
天
祖
と
民
と
を
結
ぶ
紐
帶
で
あ
り
、

「
民
命
」
へ
の
重
視
を
象

的
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）「
民
命
」
の
思
想
的
源

―
―

正
志
齋
の
『
尙
書
』・『
詩
經
』
に
關
す
る

　
　

述
を
中
心
に

　

正
志
齋
は
天
祖
が
民
の
衣
⻝
の
本
を
開
き
、「
民
命
」
を
重
ん
じ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
筆
墨
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
「
民
命
」
と
い

う
語
を
用
い
た
の
か
。

　

彼
は
最
晚
年
の

作
『
時
務
策
』
で
、「
大
義
ニ
當
テ
ハ
、

民
ト
イ
ヘ
ド
モ

生
ヲ
捨
テ
死
ヲ
效
ス
ベ
シ
。
民
命
ヲ
顧
ル
ニ
遑
ア
ラ
ズ
」
と
い
う
設
問
に
對
し
て
、

こ
う
答
え
た
。

九
天
ノ
上
ニ
ハ
聖
天
子
好
生
ノ
盛
德
マ
シ
マ
セ
バ
、
必
仁
暴
ノ
二
ツ
ヲ
朙
察

マ
シ
マ
シ
テ
、
民
ヲ
シ
テ
兵
燹
ヲ
免
シ
メ
、
仁
壽
ノ
域
ニ
躋の
ぼ

セ
給
ン
カ
ト
、

東
陬
ニ
在
ト
イ
ヘ
ド
モ
竊
ニ
瞻
仰
シ
奉
ル
ナ
リ
。

　

正
志
齋
は
『
尙
書
』
大
禹

な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
天
子
は
「
生
」
を
好
む
大

德
を
持
ち
、
仁
政
を
行
い
、
民
を
戰
火
よ
り
免
れ
さ
せ
、
仁
壽
を
全
う
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
と
述
べ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
民
命
」
に
民
の
生
命
と
い
う
含
意

が
あ
る
こ
と
を
讀
み
取
れ
よ
う
。

　

今
ま
で
、
正
志
齋
の
「
民
命
」
と
い
う
語
は
殆
ど
民
生
・
人
民
の
生
活
と
解
さ

れ
、
そ
れ
以
上
の
追
究
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た（

（（
（

。
彼
は
民
生
と
い
う
語
も
用
い
る

の
だ
が
、「
民
命
」
＝
民
生
な
ら
ば
、
な
ぜ
別
に
「
民
命
」
と
い
う
語
を
使
う
の

か
。「
民
命
」
と
い
う
言

に
民
生
に
は
無
い
意
味
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
た
せ
て

穀
者
天
祖
所
種
。
皇
孫
之
降
下
土
、
特
授
齋
庭
穗
。
民
⻝
尤
當
重
也
。
而
天

孫
傳
承
、
雖
千

世
、
報
其
本
而
不
忘
其
始
。
…
…
日
胤
以
天
祖
遺
體
、
而

盡
誠
盡

。
…
…
群
臣
供
奉
、
亦
皆
以
祖
先
之
遺
體
、
而
行
祖
先
之
事
。
以

至
黎
元
、
亦
衣
⻝
於
天
祖
之
餘
澤
、
獻
其
力
而
供
米
穀
百
物
、
以
輸
其
誠
信
。

（
穀
は
天
祖
の
種
う
る
所
な
り
。
皇
孫
の
下
土
に
降
る
に
、
特
に
齋
庭
穗
を
授
く
。
民

の
⻝
尤
も
當
に
重
ん
ず
べ
し
。
而
し
て
天
孫
傳
承
し
、
千

世
と
雖
も
、
其
の
本
に

報
ひ
て
其
の
始
を
忘
れ
ず
。
…
…
日
胤
、
天
祖
の
遺
體
を
以
て
し
て
、
誠
を
盡
し

を
盡
す
。
…
…
群
臣
供
奉
す
る
も
、
亦
皆
祖
先
の
遺
體
を
以
て
し
て
、
祖
先
の
事
を

行
ふ
。
以
て
黎
元
に
至
る
も
、
亦
天
祖
の
餘
澤
を
衣
⻝
し
、
其
の
力
を
獻
じ
て
米
穀

百
物
を
供
し
て
、
以
て
其
の
誠
信
を
輸
す
）

　

天
祖
は
天
孫
降
臨
の
際
、
嘉
穀
の
種
を
授
け
た
が
、
こ
れ
は
民
の
⻝
へ
の
重
視

を
象

す
る
。
そ
の
精
神
と
事
跡
は
歷
代
の
天
皇
に
繼
承
さ
れ
て
い
く
。
正
志

齋
が
繼
志
述
事
（
以
下
「
繼
述
」）
を
重
視
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は

歷
代
の
天
皇
・
群
臣
・
民
が
そ
れ
ぞ
れ
祖
先
の
志
と
事
業
を
受
け
繼
ぐ
こ
と
で
、

「
國
體
」
が
維
持
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
特
に
大
嘗
祭
は
志
と
事
業
の

起
源
た
る
天
祖
と
の
紐
帶
を
再
確
認
（「
報
本
反
始
」）
す
る
祭
祀
と
し
て
重
視
さ

れ
る（
（（
（

。
天
皇
・
群
臣
・
民
は
い
ず
れ
も
繼
述
の
主
體
だ
が
、
繼
述
の
仕
方
は
一

で
は
な
い
。
群
臣
の
先
祖
は
天
祖
に
仕
え
た
た
め
、
彼
ら
は
先
祖
へ
の
繼
述
に
よ

り
、
天
祖
や
天
皇
と
の
關
係
を
再
確
認
す
る
。
そ
し
て
民
の
場
合
は
、
衣
⻝
を
通

じ
て
天
祖
と
繫
が
る（
（（
（

。
な
お
大
嘗
祭
の
ほ
か
、
新
嘗
祭
・
神
嘗
祭
・
祈
年
祭
・
神

衣
祭
な
ど
も
民
の
衣
⻝
に
關
係
す
る
祭
祀
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
民
命
」
重
視
を

反
映
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
（
こ
れ
ら
の
祭
祀
に
關
し
て
は
、『

偃
和
言
』
に
詳

し
い
）。⻝

ハ
民
ノ
天
ト
ス
ル
處
ナ
レ
バ
、
上
古
ヨ
リ
如
此
ニ
重
ゼ
ラ
ル
ル
事
、
天
祖
・

天
孫
ノ
民
命
ヲ
重
ジ
給
フ
深
仁
、
筆
ニ
モ
言
ニ
モ
盡
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。（『
江
湖



會
澤
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
お
け
る
「
民
命
」

二
一
三

之
一
。
雖
海
外
殊
方
、
而
其
重
民
命
、
貴
嘉
種
、
如
合
符
契
。（
思
文
、
后
稷

の
德
を
頌
し
、
其
の
德
既
に
天
に
配
す
、
故
に
祭
る
も
亦
た
以
て
天
に
配
す
。
…
…

我
に
來
牟
を
貽お

く

り
、
民
を
し
て
其
の
生
を
厚
く
せ
し
む
る
は
、
是
れ
舜
の
后
稷
に
命

ず
る
所
な
り
。
舜
の
命
は
則
ち
其
の
天
功
を
亮た

す

く
る
者
、
ち
天
帝
の
命
な
り
。
稷
、

帝
命
に
率し

た
が

ゐ
て
、
民
庶
を
養

す
。
嘉
種
繁
衍
し
、
遠
邇
㊒
る
こ
と
無
し
。
…
…

昔む
か
し者

天
祖
嘉
穀
を

田
に
種
ゑ
、
位
を
皇
孫
に
傳
ふ
る
に
及
ん
で
、
授
く
る
に
齋
庭

の
穗
を
以
て
す
。
後
世
嘉
種
繁
衍
し
、
天
下
に
遍
し
。
而
し
て
歷
朝
報
祭
し
、
神
嘗
・

新
嘗
㊒
り
て
、
以
て
新
穀
を
神
に

む
。
踐
祚
の
大
嘗
、
最
も
大
祀
と
爲
す
。
后
稷
、

種
を
播
き
、
後
世
の
子
孫
以お

爲も

へ
ら
く
后
稷
の
貽
る
所
、
天
帝
の
命
ず
る
所
な
り
と
。

而
し
て
之
を
歌
詠
し
、
列
し
て
九
夏
の
一
と
爲
す
。
海
外
方
を
殊
に
す
と
雖
も
、
而

ど
も
其
の
民
命
を
重
ん
じ
、
嘉
種
を
貴
ぶ
こ
と
、
符
契
を
合
す
る
が
如
し
。）（『
刪
詩

義
』
二
九
～
三
〇
丁
）

　

こ
こ
で
正
志
齋
は
古
代
の
聖
王
た
る
舜
が
、
民
生
の
た
め
、
民
に
麥
を
與
え
、

て
さ
せ
る
よ
う
臣
下
の
后
稷
に
命
じ
た
說
話
を
引
く
。
舜
の
命
は
ま
さ
に
天
命

で
あ
っ
た
。
民
は
こ
の
こ
と
を
後
々
ま
で
天
帝
の
命
と
し
て
語
り
繼
い
だ
。
そ
し

て
、
こ
の
說
話
は
天
照
大
神
が
自
ら
田
植
え
を
し
、
天
孫
降
臨
の
際
に
稻
穗
を
與

え
た
故
事
と
同
型
で
あ
る
と
彼
は
指

す
る
。
そ
の
上
で
、
天
が
民
の
た
め
に
⻝

物
を
與
え
人
び
と
を
豐
か
に
す
る
よ
う
命
じ
た
の
は
、
日
本
で
も
中
國
で
も
同
じ

だ
と
す
る
。

ち
、
こ
れ
こ
そ
が
天
命
な
の
で
あ
る
。
彼
は
天
祖
を
天
と
同
一
視

す
る
た
め
、
日
本
に
お
い
て
は
天
祖
の
命
は
そ
の
ま
ま
天
命
で
あ
る
と
言
う（
（（
（

。
天

祖
の
命
を
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
守
り
、
受
け
繼
い
で
い
く
こ
と
こ
そ
が
天
皇
の

孝
で
あ
り
、
繼
述
な
の
で
あ
る
。
正
志
齋
が
大
嘗
祭
を
繼
述
を
象

す
る
祭
祀
と

み
な
す
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。

大
祀
者
則
大
嘗
之
祭
、
…
…

能
據
其
禮
求
其
義
、
酌
其

其
源
、
精
思

審
度
、
觸
類
而
長
之
、
則
天
神
所
以
開
業
垂
訓
、
與
日
胤
所
以
繼
志
述
事
、

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。「
民
命
」
の
語
は
恐
ら
く
『
尙
書
』
の
用
法
を
意

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
『
典

述
義
附
錄
』
で
『
尙
書
』
盤
庚
篇
の
次
の

文
を
引
用
す
る
。

肆
上
帝
將
復
我
高
祖
之
德
、
亂
越
我
家
。
朕
及
篤

、
恭
承
民
命
、
用
永
地

于
新
邑
。（
肆ゆ

え

に
上
帝
將
に
我
が
高
祖
の
德
を
復
し
て
、
亂お

さ

め
て
我
が
家
に
越お

よ

ぼ
さ

ん
と
す
。
朕
れ
篤

と
、
恭
ん
で
民
命
を
承
け
て
、
用
て
地
を
新
邑
に
永
く
す
。）

　

そ
し
て
、
こ
う
㊟
解
を
加
え
て
い
る
。

今
天
將
紹
復
祖
德
以
治
之
、
及
於
我
家
未
敗
亡
而
再
興
隆
之
。
言
天
意
未
付

國
家
於
他
人
、
不
敢
自
安
而
爲
此
言
。
其
慮
意
也
深
矣
。
我
故
及
命
之
未
終

而
與
篤

之
臣　

承
民
命
於
天
、
以
迓
續
之
生
由

於
新
邑
、
永
建
乃
家
也
。

（
今
天
將
に
祖
德
を
紹
復
し
て
以
て
之
を
治
め
、
我
が
家
の
未
だ
敗
亡
せ
ざ
る
に
及
び

て
再
び
之
を
興
隆
せ
ん
と
す
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、天
意
未
だ
國
家
を
他
人
に
付
せ
ず
、

敢
え
て
自
ら
安
ん
ぜ
ず
し
て
此
の
言
を
爲
す
。
其
の
慮
意
や
深
し
。
我
故
に
命
の
未

だ
終
ら
ざ
る
に
及
び
て
篤

の
臣
と　

ん
で
民
命
を
天
よ
り
承
け
て
、
以
て
之
を
迓む

か

へ
續
ぎ
て
由

を
新
邑
に
生
せ
し
め
、
永
く
乃な

ん
じの

家
を
建
て
ん
と
す
。）（『
典

述
義

附
錄
』
盤
庚

傳
附
考
）

　

經
文
の
「
恭
承
民
命
」
を
、
彼
は
「

承
民
命
於
天
（

ん
で
天
よ
り
民
命
を
承

く
）」
と
解
し
、
天
と
民
命
を
結
び
つ
け
る（
（（
（

。
彼
は
ま
た
、『
詩
經
』
に
關
す
る

述
、『
刪
詩
義
』
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

思
文
頌
后
稷
之
德
、
其
德
既
配
天
、
故
祭
亦
以
配
天
。
…
…
貽
我
來
牟
、
使

民
厚
其
生
、
是
舜
所
命
后
稷
。
舜
之
命
則
其
亮
天
功
者
、

天
帝
之
命
也
。

稷
率
帝
命
、
而
養

民
庶
。
嘉
種
繁
衍
、
無
㊒
遠
邇
。
…
…
昔
者
天
祖
種
嘉

穀
於

田
、
及
傳
位
皇
孫
、
授
以
齋
庭
穗
。
後
世
嘉
種
繁
衍
、
遍
於
天
下
。

而
歷
朝
報
祭
、
㊒
神
嘗
新
嘗
、
以

新
穀
於
神
。
踐
祚
大
嘗
、
最
爲
大
祀
矣
。

后
稷
播
種
、
後
世
子
孫
以
爲
后
稷
所
貽
天
帝
所
命
。
而
歌
詠
之
、
列
爲
九
夏
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內
容
な
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
受
命
と
表
現
す
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
國
體
下
の
「
重
民
命
」
は
天
祖
の
命
、
天
命
で
あ

る
。
彼
は
民
と
（
天
）
命
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

天
與
民
相
因
、其
聰
朙
朙
畏
、皆
自
我
民
。民
之
所
從
、則
命
之
所
歸
。其
所
背
、

則
命
之
所
廢
。
故
治
民
祇
惧
、
不
敢
康
寧
者
、
自
度
之
實
也
〈
尙
書
言
天
命
、

皆
指
其
降
命
者
而
爲
言
。
故
此
亦
以
治
民

天
命
、
非
言
天
理
也
〉。（
天
と
民
と
相

因
り
、
其
の
聰
朙
朙
畏
、
皆
我
が
民
自よ

り
す
。
民
の
從
ふ
所
は
、
則
ち
命
の
歸
す
る

所
な
り
。
其
の
背
く
所
は
、
則
ち
命
の
廢
せ
ら
る
る
所
な
り
。
故
に
民
を
治
む
る
こ

と
祗つ

つ
しみ

懼
れ
て
、
敢
え
て
康
ら
か
に
寧
ん
ぜ
ざ
る
は
、
自
ら
度
る
の
實
な
り
。〈
尙
書

の
天
命
を
言
ふ
は
、
皆
其
の
命
を
降
す
者
を
指
し
て
言
を
爲
す
。
故
に
此
も
亦
た
民

を
治
む
る
を
以
て
天
命
を

な
が

く
す
、天
理
を
言
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。〉）（『
讀
書
日
札
』

無
逸
、
七
三
丁
）

　

正
志
齋
は
天
と
民
は
相
互
に
關
係
し
、
天
命
の
歸
趨
は
民
心
の
向
か
う
と
こ
ろ

に
係
る
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
天
の
命
は

ち
民
の
命
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
讀

み
取
れ
よ
う
。
さ
す
れ
ば
、
正
志
齋
の
「
民
命
」
に
は
、
民
の
生
命
及
び
天
命
と

い
う
兩
義
的
な
含
意
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
天
命
に
つ
い
て
、
彼
は

こ
う
も
述
べ
て
い
る
。　

後
世
言
天
命
、
徒
論
其
理
、
求
之
言
論
上
。
古
則
曰
迪
天
命
、
迪
知
天
命
。

迪
者
踐
履
踏
行
。
實
知
其
然
。（
後
世
天
命
を
言
ふ
は
、
徒
に
其
の
理
を
論
じ
、

之
を
言
論
の
上
に
求
む
。
古
は
則
ち
天
命
を
迪ふ

む
、
天
命
を
迪ふ

み
知
る
と
曰
ふ
。
迪

と
は
踐
履
踏
行
な
り
。
實
に
其
の
然
る
を
知
れ
り
。）（『
讀
書
日
札
』
大
誥
、三
〇
丁
）

　

正
志
齋
に
と
っ
て
、
天
命
と
は
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
も
の
で
は
な
く
、
實
踐
さ

れ
る
べ
き
も
の
だ（

（（
（

。
彼
は
天
皇
が

世
一
系
で
あ
る
こ
と
を
「
國
體
」
が
尊
嚴
で

あ
る
理
由
と
す
る
。
從
っ
て
、
天
命
思
想
に
お
け
る
革
命
に
關
す
る
側
面
を
峻
拒

す
る
の
だ
が
、
天
命
を
天
祖
か
ら
の
受
命
と
い
う
形
で
捉
え
て
、
そ
の
繼
承
・
實

群
臣
所
以

神
天
事
君
父
、
國
祚
之
所
以
長
久
、
皇

之
所
以
永
固
、
皆
將

如
指
掌
。
…
…
而
報
本
反
始
之
義
、

以
加
焉
。（
大
祀
な
る
者
は
則
ち
大
嘗

の
祭
、
…
…い

や
し
くも
能
く
其
の
禮
に
據
り
て
其
の
義
を
求
め
、
其
の

を
酌
み
其
の
源

を

り
、
精
思
審
度
、
類
に
觸
れ
て
之
を
長
く
す
れ
ば
、
則
ち
天
神
の
業
を
開
き
訓

を
垂
る
る
所
以
と
、
日
胤
の
志
を
繼
ぎ
事
を
述
ぶ
る
所
以
、
群
臣
の
神
天
を

し
君

父
に
事
ふ
る
所
以
、
國
祚
の
長
久
た
る
所
以
、
皇

の
永
固
た
る
所
以
と
、
皆
將
に

掌
を
指
す
が
如
く
な
ら
ん
と
す
。
…
…
而
し
て
本
に
報
ひ
始
に
反
る
の
義
、
以
て
こ

こ
に
加
ふ
る
こ
と

し
。）（『
下
學
邇
言
』
論
禮
、
三
二
丁
）

　

こ
こ
で
は
、
大
嘗
祭
の
祭
儀
を
通
じ
、
君
臣
と
も
に
そ
の
本
源
に
回
歸
し
（
報

本
反
始
）、
天
祖
の
「
開
業
垂
訓
」
や
歷
代
天
皇
の
「
繼
志
述
事
」
が
朙
か
さ
れ

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
な
か
で
も
大
嘗
祭
で
捧
げ
ら
れ
る
穀
物
は
、
天
祖
が
天

孫
に
與
え
た
稻
穗
と
重
ね
ら
れ
る
。

天
祖
得
嘉
穀
之
種
、
以
爲
可
以
生
活

生
、
…
…
及
傳
天
下
皇
孫
、
特
授
之

以
齋
庭
之
穗
。
所
以
重
民
命
而
貴
嘉
穀
者
、
亦
可
見
也
。
故
大
嘗
之
祭
、

…
…
累
世
奕

、
必
仍
當
初
之
儀
、
猶
新
受
命
於
天
祖
也
。（
天
祖
、
嘉
穀
の

種
を
得
て
、
以
爲
へ
ら
く
以
て

生
を
生
活
す
べ
し
と
、
…
…
天
下
を
皇
孫
に
傳
ふ

る
に
及
ん
で
、
特
に
こ
れ
に
授
く
る
に
齋
庭
の
穗
を
以
て
す
。
民
命
を
重
ん
じ
て
嘉

穀
を
貴
ぶ
所
以
の
者
、
ま
た
見
る
べ
き
な
り
。
故
に
大
嘗
の
祭
、
…
…
累
世
奕

、

必
ず
當
初
の
儀
に
仍
る
こ
と
、
猶
ほ
新
た
に
命
を
天
祖
に
受
く
る
が
ご
と
き
な
り
。）

（『
新
論
』
國
體
上
）

　

天
祖
は
天
孫
降
臨
の
折
、
特
に
齋
庭
の
穗
を
授
け
た（
（（
（

。
こ
の
穗
が
「
民
命
」
を

象

す
る
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
大
嘗
祭
で
も
穀
物
が
捧
げ
ら
れ
、
あ

た
か
も
天
祖
か
ら
新
た
に
命
を
受
け
る
が
如
く
こ
の
儀
式
を
繰
り
﨤
し
て
き
た
の

で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
大
嘗
祭
を
通
じ
て
確
認
・
繼
承
さ
れ
る
天
祖
の
訓
・
命
・

志
に
は
「
民
命
」
尊
重
が
含
ま
れ
る
。「
民
命
」
重
視
が
天
皇
の
繼
述
の
重
要
な



會
澤
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富
・
物
を
配
置
す
る
こ
と
を
指
す
。
彼
は
「
夫
財
用
者
、
民
之
休
戚
、
政
之
仁
暴

所
由
分
（
夫
れ
財
の
用
ふ
る
は
民
の
休
戚
、
政
の
仁
暴
の
由
り
て
分
か
る
る
所
な
り
）」

（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
五
丁
）
と
述
べ
、「
理
財
」
は
民
の
哀あ
い
か
ん

を
左
右
す
る
も

の
で
、
仁
義
に
基
づ
く
べ
き
と
す
る
。

天
祖
在
天
位
、
厚
生
利
用
之
衟
先
立
、
正
德
之
象
寓
於
三
器
。
日
嗣
之
君
、

歷
朝
繼
述
、
三
事
大
廣
。
而
中　

以
降
、
政
不
出
於
仁
義
、
理
財
不
正
其
辭
、

以
馴
致
於
四
海
困
窮
、
喪
亂
相
踵
、
何
也
。
驕
奢
淫
佚
生
於
富
厚
、
世
漸
趨

浮
靡
、
是
以
理
財
不
能
正
其
辭
。
節
用
愛
人
之
政
不
行
、
不
可
謂
之
仁
義
。

（
天
祖
天
位
に
在
り
て
、
厚
生
利
用
の
衟
を
先
ず
立
て
、
正
德
の
象
を
三
器
に
寓
す
。

日
嗣
の
君
、
歷
朝
繼
述
し
、
三
事
大
い
に
廣
し
。
而
れ
ど
も
中　

以
降
、
政
、
仁
義

よ
り
出
で
ず
、
財
を
理
む
る
に
其
の
辭
を
正
さ
ず
し
て
、
以
て
四
海
困
窮
し
、
喪
亂

相
ひ
踵
ぐ
を
馴
致
す
、何
ぞ
や
。
驕
奢
淫
佚
は
富
厚
に
生
じ
、世
漸
く
浮ふ

靡び

に
趨
む
く
。

是
を
以
て
財
を
理
め
て
其
の
辭
を
正
す
こ
と
能
は
ず
。
用
を
節
し
人
を
愛
す
る
の
政

行
は
れ
ず
。
之
を
仁
義
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。）（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
三
丁
）

　

天
祖
は
厚
生
・
利
用
の
衟
を
先
に
行
い
（
嘉
穀
の
種
、
養
蠶
な
ど
民
の
衣
⻝
の
本

を
開
い
た
こ
と
を
指
す
）、
正
德
を
三
種
の
神
器
に
託
し
た
。
歷
代
の
天
皇
は
そ
れ

を
繼
述
し
、
三
事
を
弘
め
た
。
し
か
し
、
中
世
以
降
、
仁
義
に
基
づ
く
政
治
が
實

施
さ
れ
ず
、
財
を
理
め
る
に
辭
を
正
さ
ず
、
結
果
、
世
の
中
は
困
窮
し
、
騷
亂
が

相
次
ぐ
。
正
志
齋
に
と
っ
て
理
財
と
正
辭
は
不
可
分
な
も
の
な
の
だ
。

理
財
而
不
正
其
辭
、
則
不
可
厚
生
利
用
、
而
聚
民
之
仁
不
可
得
施
。（
財
を

理
め
て
其
の
辭
を
正
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
厚
生
利
用
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
民
を
聚
む
る

の
仁
施
す
を
得
べ
か
ら
ず
。）（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
四
丁
）

　

天
下
の
財
・
富
を
配
置
す
る
際
、
辭
を
正
さ
な
け
れ
ば
、
厚
生
・
利
用
、

ち

「
民
命
」
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
「
正
辭
」
が
「
理
財
」
の

歬
提
と
な
る（
（（
（

。
で
は
、
辭
が
正
し
く
な
い
狀
態
と
は
、
何
か
。

踐
を
語
る（
（（
（

。
天
皇
は
大
嘗
祭
を
通
じ
、
あ
た
か
も
天
祖
の
命
＝
天
命
を
改
め
て
受

け
る
が
如
く
志
と
事
業
を
受
け
繼
ぐ
。「
民
命
」
尊
重
も
ま
た
、
そ
の
な
か
で
受

け
繼
が
れ
、
實
踐
さ
れ
て
い
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
正
志
齋
の

天
命
は
「
民
命
」
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る（
（（
（

。

三
、「
理
財
」
に
お
け
る
「
正
辭
」
と
「
均
節
」

　
　
　
　

―
―

「
重
民
命
」
と
は
何
か

　

こ
こ
ま
で
正
志
齋
の
「
國
體
」
に
お
け
る
「
民
命
」
の
位
置
づ
け
と
思
想
的

源

を
論
じ
て
き
た
が
、
で
は
「
重
民
命
」
を
主
題
と
す
る
『
新
論
』「
國
體
」

下
で
は
、
何
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
本
節
で
は
そ
の
具
體
的
な
議
論
に
依
り
、

そ
の
他
の

作
も
參
照
し
つ
つ
、「
民
命
」
重
視
が
も
た
ら
す
社
會

・
政
策
を

論
じ
た
い
。

（
１
）「
正
辭
」―

―

各
々
の
「

」
を
果
た
す

　

正
志
齋
は
『
新
論
』「
國
體
」
下
で
は
、
當
時
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
指

し
て
い
る
。

古
者
天
下
雖
亂
、
而
未
甚

於
貧
也
。
今
天
下
治
平
、
而
上
下
皇
皇
、
唯
貧

是
患
者
何
也
。
理
天
下
之
財
、
不
得
其
衟
也
。（
古む

か
し者

、
天
下
亂
る
と
雖
も
、

而
も
未
だ
甚
だ
し
く
は
貧
に

し
ま
ざ
り
し
な
り
。
今
、
天
下
治
平
な
れ
ど
も
、
上

下
皇こ

う

皇こ
う

と
し
て
、唯
だ
貧
を
の
み
是
れ
患
ふ
る
は
何
ぞ
や
。
天
下
の
財
を
理
む
る
に
、

其
の
衟
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。）（『
新
論
』「
國
體
」
下
）

　

今
太
平
の
世
に
い
な
が
ら
、
貧
し
さ
ば
か
り
を
憂
う
の
は
な
ぜ
か
。
財
を
理お

さ

め

る
の
に
、
そ
の
衟
を
得
て
い
な
い
か
ら
だ
と
彼
は
主
張
す
る
。
留
意
す
べ
き
な
の

は
、「
理
天
下
之
財
」
と
い
う
言

で
あ
る
。「
理
財
」
は
正
志
齋
の
「
民
命
」

論
の
鍵
槪
念
の
一
つ
で
、
今
い
う
理
財
よ
り
廣
い
含
意
を
持
ち
、
天
下
の
財
貨
・



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

二
一
六

貨
を
滯
ら
し
價
を
貴
く
す
る
の
術
を
競
ふ
。
…
…
夫
れ
天
下
㊒
用
の
財
を
用
ひ
て
、

無
用
㊒
害
の
物
を
爲
せ
ば
、
則
ち
四
民
の
天
下
に
正
し
き
者
と
雖
も
、
亦
既
に
其
の

辭
の
正
し
き
を
得
ず
。
而
し
て

外
奇
袤
の
民
、
財
を
糜つ

い
やし

穀
を
銷し

よ
うす

る
者
、
遍
く

天
下
に
滿
ち
、
…
…
生
民
の
膏
血
を
傾
け
て
以
て
之
を
養
ふ
。
豈
に
財
を
理
め
辭
を

正
す
の
衟
な
ら
ん
や
。）（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
四
丁
）

　

士
農
工
商
が
そ
れ
ぞ
れ
正
業
を
營
み
、
そ
の
成
果
を

通
さ
せ
、
互
い
に
助
け

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
產
し
た
⻝
や
物
㊮
を
消
費
す
る
こ
と
は
辭
の
正
し
い
㊒
り

で
あ
る
。
だ
が
、
昨
今
の
諸
侯
か
ら
士
農
工
商
に
至
る
臣
庶
に
通
じ
る
問
題
は

奢
侈
、
怠
惰
で
あ
る（
（（
（

。
彼
ら
は
本
來
の

分
を
果
た
さ
ず
、
財
貨
は
本
來
あ
る
べ

き
所
に
配
置
さ
れ
ず
、
人
も
物
も
本
來
の
あ
り
方
を
失
っ
て
い
る
の
だ
。
元
來
國

家
・
社
會
に
役
に
立
つ
べ
き
士
農
工
商
の
四
民
す
ら
多
く
は
無
用
の
人
に
な
り
果

て
、「
其
の
辭
の
正
し
き
」
を
得
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
四
民
以
外
の
所
謂
「

外
奇
袤
之
民
」、「
浮
⻝
の
民
」―

僧
徒
・
閒
民
・
乞
⻝
・
巫
毉
・
俳
優
・
雜
劇

等（
（（
（

が
懸
念
の
對
象
と
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
こ
れ
が
彼
の
み
た
理
財
正
辭
の
混

亂
狀
態
で
あ
っ
た
。

天
地
ノ
閒
、
各
各
ソ
ノ

分
ア
リ
テ
閑
人
ナ
キ
コ
ト
天
衟
ナ
リ
。
故
ニ
士
農

工
商
ヲ
四
民
ト
云
テ
、
士
ニ
生
レ
付
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
君
ノ
手
傳
ヒ
ヲ
シ
テ
民

ヲ
治
ル
コ
ト
、
ソ
ノ
天

ナ
リ
。
…
…
暫
時
モ
天

ヲ
空
ク
シ
テ
天
地
ノ
閒

ニ
立
ツ
ベ
キ
衟
理
ナ
キ
故
ナ
リ
。（『
人
臣
去
就
說
』）

　

正
志
齋
は
天
地
の
閒
に
生
活
す
る
人
々
に
各
々

分
が
あ
り
、
無
駄
が
な
い
の

が
天
衟
で
あ
り
、
一
人
一
人
片
時
も
自
ら
の
天

を
空
し
く
し
て
は
な
ら
ぬ
と
言

う
。
つ
ま
り
「
理
財
正
辭
」
と
は
、
人
々
に
㊮
源
が
㊜
切
に
分
配
さ
れ
、
自
ら
の

分
を
果
た
し
て
生
き
て
い
く
狀
態
と
い
え
よ
う
。

天
下
之
冗
費
、
其
辭
不
正
者
、
請
擧
其
一
二
論
之
。
諸
侯

屛
國
家
而
驕
奢

宴
安
、
徒
⻝
租
稅
。
不
能
治
邦
土
、
練
兵
衆
以
竭
其

者
。
…
…
士
農
工
商

各
㊒
所
業
、
通
功
易
事
、
以
交
相
濟
、
其
用
財
⻝
穀
、
固
辭
之
正
者
。
而
在

士
則
康
寧
之
世
、
吏
或
曠
其
官
、
兵
不
知
戰
、
祿
俸
竭
於
婢

、
不
能
畜
堅

甲
利
兵
健
兒
快
馬
以
供
其

者
、
…
…
徒
糜
祿
秩
、
則
國
家
養
士
亦
非
其
辭

之
正
。
…
…
在
農
則
…
…
種

・

・
柑

・
紅

等
、
…
…
用
所
以
養
㊒

用
之
人
者
、
而
徒
養
浮
淫
之
蠧
。
…
…
在
工
則
…
…
輟
作
日
用
必
需
之
器
、

而
爲
導
侈
長
奢
之
媒
。
而
其
在
商
者
尤
爲
甚
焉
、
…
…
其
操
天
下
財
穀
之

、

弄
王
公
於
股
掌
、
制
民
命
於
頷
顧マ
マ

、（
（（
（

不
通
財
益
民
、
而
競
滯
貨
貴
價
之
術
。

…
…
夫
用
天
下
㊒
用
之
財
、
而
爲
無
用
㊒
害
之
物
、
則
雖
四
民
之
正
於
天
下

者
、
亦
既
不
得
其
辭
之
正
。
而

外
奇
袤
之
民
、
糜
財
銷
穀
者
、
遍
滿
天
下
、

…
…
傾
生
民
之
膏
血
以
養
之
。
豈
理
財
正
辭
之
衟
哉
。（
天
下
の
冗
費
、
其
の

辭
正
し
か
ら
ざ
る
者
、
請
ふ
其
の
一
二
を
擧
げ
て
之
を
論
ぜ
ん
。
諸
侯
、
國
家
を

屛
し
て
驕
奢
宴
安
し
、
徒
づ
ら
に
租
稅
を
⻝
む
。
邦
土
を
治
め
、
兵
衆
を
練
り
て
以

て
其
の

を
竭
す
こ
と
能
は
ず
。
…
…
士
農
工
商
各

お
の
お
の

業
と
す
る
所
㊒
り
て
、
功
を

通
じ
事
を
易
へ
て
、
以
て
交
相
ひ
濟
ふ
。
其
の
財
を
用
ひ
穀
を
⻝
ら
ふ
は
、
固
よ
り

辭
の
正
し
き
者
な
り
。
而
れ
ど
も
士
に
在
れ
ば
則
ち
康
寧
の
世
、
吏
或
い
は
其
の
官

を
曠む

な

し
く
す
。
兵
、
戰
を
知
ら
ず
し
て
、
祿
俸
、
婢

に
竭
す
。
堅
甲
利
兵
、
健
兒

快
馬
を
畜
ひ
て
以
て
其
の

に
供
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
は
…
…
徒
づ
ら
に
祿ろ

く

秩ち
つ

を

糜つ
い
やせ
ば
、
則
ち
國
家
士
を
養
ふ
も
亦
其
の
辭
の
正
し
き
に
非
ず
。
…
…
農
に
在
り
て

は
則
ち
…
…

・

・
柑

・
紅こ

う
せ
ん

な
ど
を
種う

ゑ
、
…
…
㊒
用
の
人
を
養
ふ
所
以
の

者
を
用
ひ
て
、
徒
づ
ら
に
浮
淫
の
蠧と

を
養
ふ
。
…
…
工
に
在
り
て
は
則
ち
…
…
日
用

必
需
の
器
を
作
る
を
輟や

め
て
、
侈
を
導
き
奢
を
長
ず
る
の
媒
と
爲
る
。
而
し
て
其
の

商
に
在
る
者
を
尤
も
甚
だ
し
き
と
爲
す
。
…
…
其
の
天
下
の
財
穀
の

を
操と

り
て
、

王
公
を
股こ

掌し
よ
うに

弄
も
て
あ
そ

び
、
民
命
を
頷が

ん

頥い

に
制
し
、
財
を
通
じ
て
民
を
益え

き

せ
ず
し
て
、



會
澤
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
お
け
る
「
民
命
」

二
一
七

を
正
し
て
、
民
の
產
を
均
く
し
、
力
役
の
弊
を
改
て
、
其
の
勞
佚
を
均
く
し
、

橫
斂
を
止
て
、
奢
侈
を
抑
へ
、
城
市
・
村
野
の
內
外
を
均
く
す
る
事
、
臣
が

先
師
の
說
の
如
く
、
上
下
內
外
、
制
度
均
一
な
ら
ん
事
、
民
を
富
す
の
要
務

な
る
べ
し
。（『
對
問
三
策
』）

　

こ
こ
で
正
志
齋
は
分
不
相
應
な
富
の
不
均
衡
を
問
題
と
す
る
。
士
は
厚
祿
を
取

り
つ
つ
、
戰
の
辛
勞
も
無
く
、
文
武
を
脩
め
て
い
な
い
。
商
人
は
金
穀
の
大

を

獨
占
し
、
好
き
勝
手
に
賣
買
し
、
奢
侈
を
し
つ
つ
、
官
府
の
制
限
を
受
け
な
い
。

だ
が
、
農
民
は
重
勞
働
の
上
に
、
重
稅
を
課
せ
ら
れ
、
粗
衣
を
身
に
つ
け
、
商
人

か
ら
は
奴
隸
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。

農
者
民
命
之
本
、
而
四
民
之
中
尤
艱

勞
力
、
尤
爲
易
傷
。
其
傷
其
情
亦
尤

難
逹
。
故
知
稼
穡
之
艱
難
、
無
逸
之
先
務
。（
農
は
民
命
の
本
に
し
て
、
四
民
の

中
尤
も
艱

に
し
て
力
を
勞
し
、
尤
も
傷
な
ひ
易
し
と
爲
す
。
其
の
傷
其
の
情
も
亦

尤
も
逹
し
難
し
。
故
に
稼
穡
の
艱
難
、無
逸
の
先
務
を
知
る
。）（『
讀
書
日
札
』
無
逸
、

七
三
丁
）　

　

農
は
「
民
命
」
の
基
本
で
あ
り
、
四
民
の
中
で
最
も

勞
が
多
く
、
損
害
を
受

け
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
最
も
關
心
を
㊟
ぎ
、
重
ん
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
身
分
に

よ
る
勞
佚
の
不
均
衡
は
是
正
さ
れ
る
べ
き
だ
。
そ
れ
を
是
正
す
る
と
き
、
本
節
冐

頭
の
㊮
料
に
み
え
る
よ
う
に
、
制
度
に
よ
る
節
用
が
必
要
と
さ
れ
る
。

聖
人
理
財
、
曰
節
之
而
己
。
而
節
之
之
衟
、
則
曰
節
以
制
度
、
不
傷
財
不
害

民
是
也
。
…
…
導
利
而
布
之
上
下
。
上
下
共
利
、
所
以
不
害
民
。（
聖
人
財
を

理
む
る
は
、
之
を
節
す
る
の
み
と
曰
ふ
。
而
し
て
之
を
節
す
る
の
衟
、
則
ち
節
す
る

に
制
度
を
以
て
す
れ
ば
、
財
を
傷
ら
ず
民
を
害
は
ず
と
曰
ふ
は
是
れ
な
り
。
…
…
利

を
導
き
て
之
を
上
下
に
布
く
。
上
下
共
に
利
す
る
は
、
民
を
害
せ
ざ
る
所
以
な
り
。）

（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
四
～
六
五
丁
）

　

聖
賢
は
天
下
の
財
貨
を
配
置
す
る
に
、「
不
傷
財
不
害
民
（
財
を
傷
ら
ず
民
を
害

（
２
）「
均
節
」
に
基
づ
く
制
度―

―

不
傷
財
・
不
害
民

　

歬
節
で
述
べ
た
正
辭
は
い
わ
ば
理
財
の
歬
提
で
あ
る
。
本
節
で
は
理
財
正
辭
の

實
現
に
必
要
な
よ
り
具
體
的
な
政
策
を
取
り
上
げ
よ
う
。
正
志
齋
は
『
對
問
三

策
』
で
民
を
富
ま
す
方
策
と
し
て
、「
均
節
」
を
說
く（
（（
（

。

足
⻝
の
政
は
民
を
富
す
を
本
と
す
。
次
に
士
を
富
し
、
國
を
富
す
べ
し
。
國

を
富
す
の
要
は
均
無
貧
と
い
へ
る
一
言
に
歸
す
。是
を
均
く
す
る
の
要
は「
節

以
制
度
」〈
易
彖
傳
〉
と
い
へ
る
に
不
過
。
民
の
貧
な
る
は
侈
惰
・

併
・
力

役
・
橫
斂
・
煩
擾
の
五
弊
に
在
る
事
、
臣
が
先
師
の
「

農
或
問
」
に
詳
し
。

此
の
五
弊
、
皆
不
均
よ
り
生
ず
る
な
れ
ば
、
是
を
除
く
に
は
制
度
を
以
、
均

節
す
る
に
在
。（『
對
問
三
策
』）

　

國
を
富
ま
す
に
は
、
ま
ず
民
を
富
ま
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
實
現
の
た
め
、

最
も
重
要
な
の
は
「
均
無
貧
」（『
論
語
』
季
氏
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
均
衡

の
た
め
に
は
制
度
に
よ
る
節
用
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
。
ま
ず
「
均
」
に
つ
い
て
言

え
ば
、
こ
こ
で
の
均
は
今
通
念
化
さ
れ
て
い
る
平
等
主
義
と
は

な
り
、
身
分
制

度
を
歬
提
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
を
全
う
す
る
な
か
で
の
均
衡
で
あ
る
。
彼
は

㊮
源
の
分
配
の
不
均
衡
に
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。

士
は
厚
祿
を
寢
取
に
し
て
、
軍
旅
の
勞
も
な
く
、
文
武
の
學
を
も
せ
ず
。
商

賈
は
金
穀
の

を
專
に
し
て
、
官
府
よ
り
制
度
も
な
く
、
靡
麗
・
纖
巧
、
風

俗
を
害
す
る
物
も
勝
手
次
第
に
賣
買
し
、
粱
肉
に
飽
き
、
侈
服
の
禁
を
犯
し
、

上
下
着
用
を
も
許
さ
れ
、
居
屋
旉
の
征
も
な
く
、
終
身
佚
樂
し
…
…
農
夫
は

田
畝
に
勤
勞
す
る
上
に
、
租
稅
は
勿
論
、
諸
浮
役
・
諸
掛
り
物
迄
取
立
、
居

屋
旉
よ
り
は
上
畠
年
貢
を

む
。
惡
衣
・
惡
⻝
に
し
て
、
城
市
に
出
れ
ば
、

商
賈
に
も
奴
隸
の
如
く
愚
弄
せ
ら
る
る
故
、
…
…
上
下
・
貴
賤
・
勞
佚
、
不

均
な
る
故
、
農
民
も
心
服
せ
ず
。
…
…
上
下

樂
を
均
し
く
す
る
勢
に
な
り

て
、
本
を
貴
び
、
末
を
抑
る
政
も
行
れ
、
民
心
悅
服
し
た
る
上
に
て
、
經
界
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制
度
無
き
は
、
固
よ
り
怪
し
む
に
足
ら
ず
。
義
滿
・
義
政
、
奢
を
窮
め
欲
を
極
む
。

辭
を
卑
く
し
臣
を
稱
し
貨
を
朙
國
に
求
む
に
至
る
。
其
の
節
無
き
も
亦
甚
し
。
豐
臣

氏
財
を
用
ふ
る
こ
と

土
の
如
く
、
復
た
民
の
休
戚
を
顧
み
る
に
遑
あ
ら
ず
。）（『
下

學
邇
言
』
論
政
、
六
五
丁
）

　

鐮
倉
・
室
町
の
武
家
政

は
財
を
理
め
る
に
制
度
を
定
め
な
か
っ
た
。
足
利
義

滿
・
義
政
は
奢
侈
を
極
め
、
節
制
せ
ず
、
豐
臣
秀
吉
は
財
を

土
の
如
く
用
い
、

民
の
哀

を
顧
み
な
か
っ
た（

（（
（

。
正
志
齋
は
德
川
も
同
じ
轍
を
踏
む
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
。
こ
の
㊮
料
で
は
大
化
大
寶
に
お
け
る
制
度
の
制
定
が
語
ら
れ
る
が
、

彼
は
天
智
天
皇
を
「
與
天
下
同
其
富
（
天
下
と
其
の
富
を
同
じ
く
す
）」（『
新
論
』「
國

體
」
下
）
と
評
し
、「
中
宗
除
宿
弊
、
撿
田
制
賦
而
辭
得
其
正
（
中
宗
宿
弊
を
除
き
、

田
を
撿
べ
賦
を
制
し
て
辭
其
の
正
し
き
を
得
）」（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
三
丁
）
と
述
べ
、

こ
の
時
代
に
制
度
が
立
て
ら
れ
、
辭
が
其
の
正
し
き
を
得
た
と
言
う
。
他
に
節
用

に
成
功
し
た
人
物
と
し
て
は
東
照
宮
（
德
川
家
康
）、
南
龍
公
（
紀
州

の
初
代

主
、

德
川
賴
宣
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。

東
照
宮
節
用
愛
人
。
其
於
理
財
、必
㊒
良
制
。
然
官
府
釐
務
、外
閒
不
敢
知
焉
。

紀
南
龍
公
量
入
爲
出
。
…
…
是
以
一
國
未
嘗
吿
乏
云
。
此
亦
可
謂
得
周
公
制

節
之
遺
意
矣
。
…
…　

夫
立
制
之
本
、則
在
愛
人
。
故
易
以
損
上
益
下
爲
益
。

而
民
之
休
戚
、
政
之
仁
暴
係
焉
。
聖
人
之
言
可
不
畏
乎
。（
東
照
宮
用
を
節
し

て
人
を
愛
す
。
其
の
財
を
理
む
る
に
於
て
、必
ず
良
制
㊒
り
。
然
れ
ど
も
官
府
の
釐
務
、

外
閒
は
敢
へ
て
知
ら
ず
。
紀
南
龍
公
入
る
を
量
り
出
づ
る
を
爲さ

だ

む
。
…
…
是
を
以
て

一
國
未
だ
嘗
て
乏
し
き
を
吿
げ
ず
と
云
ふ
。
此
も
亦
た
周
公
の
制
節
の
遺
意
を
得
と

謂
ふ
べ
し
。
…
…　

し
夫
れ
制
を
立
つ
る
の
本
は
、
則
ち
人
を
愛
す
る
に
在
り
。
故

に
『
易
』
に
上
を
損
し
て
下
を
益
す
を
以
て
益よ

し
と
爲
す
。
而
し
て
民
の
休
戚
、
政

の
仁
暴
焉
に
係
る
。
聖
人
の
言
畏
れ
ざ
る
べ
け
ん
や
。）（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
五

～
六
六
丁
）

は
ず
）」
を
歬
提
に
、
利
が
上
下
に
㊜
切
に
行
き
渡
る
よ
う
に
導
く
。
そ
の
た
め
、

「
節
」、

ち
節
制
・
節
度
・
節
約
・
節
儉
が
必
要
と
さ
れ
る
。「
節
之
之
要
、
則

在
制
度
。
制
度
者
所
以
正
其
辭
（
之
を
節
す
る
の
要
、
則
ち
制
度
に
在
り
。
制
度
は
其

の
辭
を
正
す
所
以
な
り
）。」（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
五
丁
）
節
制
の
た
め
に
は
、
規

準
を
制
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
規
準
を
定
め
る
こ
と
が
、
辭
を
正
す
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
正
辭
が
主
に
人
々
が

分
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
の
は
、
歬
節

で
見
た
通
り
だ
が
、
節
度
を
通
じ
て

分
を
全
う
さ
せ
る
の
だ
と
彼
は
考
え
て
い

る
。

士
の
貧
な
る
は
、
全
く
奢
侈
に
よ
る
と
雖
共
、
武
士
の
儉
約
は
庶
人
と
違
ひ
、

忠
孝
・
文
武
の
衟
を
行
ひ
、
軍
陣
の
役
を
勤
べ
き
た
め
な
り
。
さ
れ
ば
奢
侈

を
禁
ず
る
事
も
、
此
所
に
本
づ
く
べ
き
也
。
武
士
の
祿
は
專
ら
奉
養
の
爲
に

非
、
分
限
相
應
の
軍
役
を
勤
べ
き
爲
也
。（『
對
問
三
策
』）

　

武
士
の
節
制
は
武
士
の
本
分
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

ち
武
士
は
忠
孝
・
文

武
の
衟
を
行
い
、
分
限
相
應
の
軍
役
に
就
く
べ
き
で
、
彼
ら
の
祿
は
そ
れ
を
歬
提

と
す
る
。
自
ず
と
庶
民
と
は
節
度
の
あ
り
方
が

な
る
の
で
あ
る
。
奢
侈
を
斥
け
、

本

・
本
分
に
應
じ
て
㊮
源
を
投
じ
、

分
に
と
り
く
む
こ
と
が
武
士
の
貧
窮
を

救
う
衟
な
の
だ
。
正
志
齋
は
、
過
去
の
武
家
政

は
、
本
分
に
應
じ
た
節
制
を
行

え
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

天
朝
制
財
用
、
史
不
詳
其
事
。
大
化
大
寶
、
制
田
撿
戶
、
定
租
庸
調
法
、
取

於
民
之
法
粲
然
備
矣
。
…
…
爾
後
朝
政
陵
夷
、
武
人
爲
政
、
鐮
倉
室
町
、
武

斷
鹵　

、
理
財
無
制
度
、
固
不
足
怪
。
義
滿
義
政
、
窮
奢
極
欲
、
至
卑
辭
稱

臣
求
貨
於
朙
國
、
其
無
節
亦
甚
矣
。
豐
臣
氏
用
財
如

土
、
不
遑
復
顧
民
之

休
戚
。（
天
朝
財
用
を
制
し
、
史
に
其
の
事
詳
ら
か
な
ら
ず
。
大
化
大
寶
、
田
を
制

し
戶
を
撿
べ
、
租
庸
調
法
を
定
め
、
民
よ
り
取
る
の
法
粲
然
と
し
て
備
れ
り
。
…
…

爾
後
朝
政
陵
夷
し
、
武
人
政
を
爲
む
。
鐮
倉
・
室
町
、
武
斷
鹵　

、
財
を
理
む
る
に
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彼
は
こ
こ
で
東
照
宮
に
つ
い
て
、「
節
用
愛
人
」
を
說
く
。
制
度
を
立
て
る
際
、

最
も
重
要
な
の
は
人
を
愛
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
歬
節
に
擧
げ
た
、
理
財
正
辭
を

仁
に
基
づ
く
政
治
に
結
び
つ
け
た
言
說
と
通
じ
る
。
聖
人
は
天
下
の
財
を
配
置
す

る
時
、
度
を
制
し
、
節
制
す
る
。
そ
れ
は
「
財
を
傷
ら
ず
民
を
害
は
ず
」
の
た
め

で
あ
る
。「
聖
人
於
大
易
、
發
不
傷
財
不
害
民
之
義
、
以
見
節
用
愛
人
之
實
（
聖

人
大
易
に
於
て
、
財
を
傷
ら
ず
民
を
害
は
ざ
る
の
義
を
發
し
て
、
以
て
用
を
節
し
人
を
愛

す
る
の
實
を
見し

め

す
）」（『
下
學
邇
言
』
論
政
、
六
五
丁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
正
志
齋

の
「
民
命
」
思
想
の
底

に
は
人
も
物
も
害
な
わ
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
彼

は
次
の
よ
う
に
「
治
人
」
を
定
義
す
る
。

聖
人
ノ
衟
ハ
天
衟
ナ
リ
。
易
ニ
「
天
地
之
大
德
曰
生
」
ト
テ
、
天
衟
ハ
物
ヲ

生
ズ
ル
ヲ
以
テ
大
德
ト
ス
。
…
…
故
ニ
天
ノ
生
ジ
タ
ル
物
ヲ
シ
テ
害
ナ
カ
ラ

シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。
物
ニ
害
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
衟
ハ
、
修
己
・
治
人
ノ
二
ツ
ナ

リ
。
修
己
ハ
己
ガ
身
ヲ
害
セ
ザ
ル
ナ
リ
。
人
ヲ
治
ル
ハ
人
ヲ
害
セ
ザ
ル
ナ
リ
。

（『
人
臣
去
就
說
』）

　

天
の
大
德
は
生
の
一
字
に
盡
き
る
。
人
は
天
に
代
わ
り
こ
の
德
を
世
に
施
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
下
の
財
を
配
置
す
る
の
に
、
財
や
民
を
損
な
わ
な
い
こ

と
こ
そ
が
天
の
大
德
を
體
現
す
る
こ
と
な
の
だ
。

物
を
害
な
わ
な
い
た
め
に
は
、

修
己
・
治
人
と
い
う
二
つ
の
衟
が
あ
り
、
修
己
と
は
己
を
害
な
わ
な
い
こ
と
、
治

人
と
は
人
を
害
な
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
人
と
己
を
害
な
わ
な
い
こ
と
こ
そ
が
、

正
志
齋
の
志
の

と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

衟
也
者
、
天
下
之
逹
衟
、
非
一
家
之
私
言
、
固
宜
後
空
言
而
先
實
行
也
。
仁

者
己
欲
立
而
立
人
。
既
愛
人
則
施
以
己
所
欲
者
、
而
欲
使
天
下
皆
得
其
所
。

窮
則
獨
善
其
身
、
逹
則

善
天
下
。

善
天
下
、
固
所
願
也
。
獨
善
其
身
、

豈
其
所
欲
哉
。
不
得
已
也
。（
衟
な
る
者
は
、
天
下
の
逹
衟
に
し
て
、
一
家
の
私

言
に
非
ざ
れ
ば
、
固
よ
り
宜
し
く
空
言
を
後
に
し
て
實
行
を
先
に
す
べ
き
な
り
。
仁

者
は
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
つ
。
既
に
人
を
愛
す
れ
ば
則
ち
施
す
に
己
の
欲
す

る
所
の
者
を
以
て
し
て
、
天
下
を
し
て
皆
其
の
所
を
得
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
窮
す
れ

ば
則
ち
獨
り
其
の
身
の
み
を
善
く
し
、
逹
す
れ
ば
則
ち

ね
て
天
下
を
善
く
す
。

ね
て
天
下
を
善
く
す
る
は
固
よ
り
願
ふ
所
な
り
。
獨
り
其
の
身
の
み
を
善
く
す
る
は

豈
に
其
の
欲
す
る
所
な
ら
ん
や
。
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。）（『
下
學
邇
言
』
論
衟
、

一
二
丁
）

　

孟
子
の
言

を
踏
ま
え
、
正
志
齋
は
自
分
の
志
を
吐
露
す
る
。「
獨
り
其
身
の

み
を
善
く
す
る
」
こ
と
は
彼
の

む
所
で
は
な
い
。
や
む
を
え
ぬ
こ
と
だ
。「

ね
て
天
下
を
善
く
す
る
」
こ
そ
が
彼
の
願
い
で
あ
っ
た（
（（
（

。
仁
を
備
え
る
人
は
、
自

身
が
立
と
う
と
す
る
時
に
は
ま
ず
人
を
立
て
、
人
を
愛
し
、
自
ら
欲
す
る
も
の
を

與
え
、
天
下
の
人
が
皆
そ
の
居
場
所
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
だ
と
彼
は
述

べ
る
。
こ
れ
こ
そ
が

物
を
害
な
う
こ
と
の
な
い
修
己
治
人
の
實
現
な
の
だ
。

　
「
孟
子
ニ
「
民
爲
貴
、
社
稷
次
之
、
君
爲
輕
」
ト
云
ヘ
ル
モ
、
君
臣
共
ニ
皆
民

ノ
世
話
ヤ
キ
ノ
タ
メ
ニ
天
ヨ
リ
設
ケ
タ
ル
役
人
ナ
ル
ユ
ヘ
、
民
ヲ
本
ト
ス
ル
コ
ト

ヲ
云
シ
ナ
リ
。」（『
人
臣
去
就
說
』）
最
晚
年
の
正
志
齋
は
、
君
も
臣
も
皆
民
を
世

話
す
る
た
め
に
天
が
設
け
た
役
人
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
人
を
愛
し
、
節
均
を

實
施
し
、
一
人
一
人
そ
の
居
場
所
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
「

ね
て
天
下
を
善
く

す
」
の
志
こ
そ
が
、
彼
の
「
理
財
」・「
正
辭
」・「
均
節
」
の
實
踐
論
を

え
て
い

る
。

結
び
に

　

以
上
、
正
志
齋
の
「
重
民
命
」
の
思
想
に
焦
點
を
あ
て
な
が
ら
、「
國
體
」
論

全
體
の
枠
組
み
を
示
し
て
き
た
。『
新
論
』
國
體
篇
に
示
さ
れ
た
、「
朙
忠
孝
」・

「
尙
武
」・「
重
民
命
」
の
三
要
素
は
い
ず
れ
も
「
國
體
」
を
構
成
す
る
缺
く
べ
か

ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
う
ち
「
朙
忠
孝
」
が
最
も
重
視
さ
れ
る
も
の
の
、「
重
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民
命
」
は
「
國
體
」
の
基
盤
と
み
な
さ
れ
、
第
一
に
行
う
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
。

三
者
が
備
わ
り
、
一
體
と
な
っ
て
こ
そ
、「
國
體
」
た
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
「
民
命
」
と
い
う
語
は
、『
尙
書
』・『
詩
經
』
解
釋
に
基
づ
く
が
、
民
の
生
命

で
あ
る
と
共
に
天
命
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。「
民
命
」
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
、

生
を
好
む
天
の
德
を
體
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
天
祖
の
命
、
す
な
わ
ち

天
命
を
受
け
繼
ぐ
こ
と
で
あ
る
。「
重
民
命
」
は
天
祖
の
志
で
あ
り
、
天
皇
に
對

す
る
訓
誡
で
あ
り
、
命
令
で
あ
っ
た
。
天
皇
は
繼
述
・
受
命
の
形
で
天
祖
の
志
・

訓
・
命
を
受
け
繼
ぐ
。
衣
⻝
は
「
民
命
」
の
象

で
あ
る
と
と
も
に
、
民
と
天
祖

と
の
紐
帶
で
あ
る
。
天
祖
・
天
皇
の
⻝
へ
の
重
視
は
中
國
古
代
の
聖
王
の
⻝
へ
の

重
視
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
暗
合
が
語
ら
れ
る
。
彼
は
自
ら
の
「
國
體
」
論
を
特
殊

日
本
的
な
も
の
と
し
て
の
み
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
で
天
祖
か
ら
歷

代
の
天
皇
へ
と
受
け
繼
が
れ
た
も
の
は
、
同
時
に
中
國
で
は
舜
や
孔
子
な
ど
が
天

命
に
基
づ
い
て
實
踐
し
、
ま
た
說
い
て
き
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。「
國
體
」
の
三

要
素
は
ま
さ
に
そ
の

心
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
『
論
語
』・『
尙

書
』
と
の
對
應
關
係
か
ら
も
朙
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
肉
付
け
の
仕
方
は
違

え
ど
、
枠
組
そ
の
も
の
は
變
え
よ
う
の
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
「
民
命
」
重
視
は
、
彼
の
理
財
正
辭
・
均
節
を

心
と
す
る
政
策
論
に
結
實
す

る
。
正
志
齋
は
『
新
論
』「
國
體
」
下
に
お
い
て
、
太
平
の
世
に
あ
り
な
が
ら

人
々
が
貧
困
で
あ
る
理
由
を
述
べ
、
理
財
に
そ
の
衟
を
得
て
い
な
い
か
ら
だ
と
述

べ
た
。
い
か
に
し
て
、
理
財
に
お
い
て
衟
を
得
さ
し
め
る
か
に
つ
い
て
、
正
志
齋

は

分
論
と
、
制
度
論
の
二
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。
ま
ず

分
論
に
お
い
て
、
彼

は
理
財
正
辭
を
唱
え
、
諸
侯
や
四
民
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

本

を
し
か
と
務
め
、
自
身
の
本
分
を
守
る
よ
う
求
め
る
。
次
い
で
制
度
論
で

は
、
正
辭
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
度
を
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に

は
「
不
傷
財
不
害
民
」
を
歬
提
に
、
節
均
・
節
用
愛
人
を
基
本
と
す
べ
き
だ
と
主

張
す
る
。
こ
う
し
た
民
を
損
な
わ
ず
、
財
の
均
衡
を
守
り
、
人
々
に
自
ら
の

分

を
全
う
さ
せ
る
政
治
こ
そ
が
、
正
志
齋
の
考
え
る
「
民
命
」
重
視
の
政
治
の
精

で
あ
り
、
ま
た
彼
自
身
の
志
で
も
あ
っ
た
。

　

正
志
齋
の
高
名
な
攘
夷
論
も
ま
た
、
こ
う
し
た
彼
の
「
民
命
」
思
想
に
基
づ

く
。
正
志
齋
は
「
自
古
生
民
之
害
、

大
於
夷
蠻
戎
狄
（
古
よ
り
生
民
の
害
、
夷
蠻

戎
狄
よ
り
大
な
る
は

し
）」（『
典

述
義
』
八
〇
丁
）
と
い
う
認

を
持
ち
、「
夷
蠻

戎
狄
」
を
民
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
害
で
あ
る
と
考
え
た
。

西
洋
之
傾
覆
諸
國
、
其
始
以
姑
息
之

民
心
。
及
其
得
志
、
則
征
斂

暴
、

民

人
怨
。（
西
洋
の
諸
國
を
傾
覆
す
る
は
、
其
の
始
め
姑
息
の

を
以
て
民
心
を

む
。
其
の
志
を
得
る
に
及
び
て
は
、
則
ち
征
斂

暴
、
民

し
み
て
人
怨
む
）（『
下

學
邇
言
』
論
時
、
九
七
丁
）

　

西
洋
は
諸
國
を
滅
ぼ
す
時
に
、
初
め
は
暫
く
民
に
恩

を
も
た
ら
す
が
、
一
旦

そ
の
國
を
顚
覆
し
た
ら
、
民
を
掠
奪
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
民
は
「
眼
歬

ノ
小

ヲ
悅
ビ
、
後
ニ
其
國
ヨ
リ
利
ヲ
シ
ボ
リ
上
ラ
ル
ル
時
ハ
、
目
ニ
見
ヘ
ズ
。

小
民
ノ
患

ト
ナ
ル
事
ニ
心
付
カ
ズ
」（『
江
湖
負
暄
』）
と
彼
は
歎
く
。
こ
の
よ
う

に
、「
民
命
」、
民
生
は
彼
が
攘
夷
に
踏
み
出
す
際
の
重
要
な
視
點
で
あ
っ
た
。

　

最
晚
年
に
德
川
慶
喜
に
提
出
し
た
建
白
書
、『
時
務
策
』
に
お
い
て
、
彼
は
攘

夷
か
ら
開
國
に
轉
じ
る
よ
う
に
建
言
し
た
。『
新
論
』
に
お
け
る
攘
夷
論
で
世
に

知
ら
れ
た
正
志
齋
の
「
轉
向
」
は
、
當
時
の
攘
夷
派
の
志
士
逹
に
は
裏
切
り
と
も

受
け
止
め
ら
れ
た
が
、
實
は
こ
の
所
謂
「
變
節
」
も
ま
た
「
民
命
」
へ
の
重
視
を

背
景
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
彼
は
『
時
務
策
』
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

民
命
ハ
聖
天
子
ノ
尤
重
ジ
給
フ
所
ナ
リ
。
然
ル
ニ
必
勝
ノ
成
算
モ
ナ
ク
、
一

旦

激
ノ
故
ヲ
以
テ
民
命
ヲ
一
搏
ニ
投
ジ
、元
元
ノ
塗
炭
ヲ
顧
ザ
ル
コ
ト
ハ
、

宸
衷
ニ
於
テ
忍
バ
セ
給
ハ
ザ
ラ
ン
カ
ト
、
恐
多
ク
モ
伏
察
シ
奉
ル
也
。

　
「
民
命
」
は
天
皇
の
最
も
重
ん
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
後
先
考
え
ず
一



會
澤
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
お
け
る
「
民
命
」

二
二
一

時
の
激

で
勝
算
の
無
い
戰
爭
に
「
民
命
」
を
賭
け
る
の
は
天
皇
の
心
に
㊜
わ
な

い
の
で
は
な
い
か
。
彼
は
そ
う
天
皇
の
心
中
を
推
察
す
る
。
攘
夷
か
ら
開
國
へ
の

「
轉
向
」
と
い
う
、
正
志
齋
の
政
策
論
に
お
け
る
大
き
な
轉
換
に
お
い
て
、
決
定

的
な
意
味
を
持
っ
た
の
は
他
で
も
な
い
「
民
命
」
で
あ
っ
た
。

　

彼
は
こ
こ
に
お
い
て
、
生
を
好
む
天
の
德
を
體
現
す
る
衟
を
自
ら
選
ぼ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
彼
の
「
民
命
」
重
視
は
理
論
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
政
策

提
言
の
な
か
に
息
づ
き
、
實
踐
さ
れ
た
。
彼
の
攘
夷
・
開
國
を
め
ぐ
る
思
考
も
ま

た
、
こ
う
し
た
視
點
か
ら
讀
み
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㊟
（
１
）　

尾

正

『
日
本
の
國
家
主
義
』「「
國
體
」
思
想
の
發
生
」（
岩
波
書
店
、
二
〇

一
四
年
）

（
２
）　

所
引
の
『
新
論
』（
一
八
二
五
）、『
人
臣
去
就
說
』（
不
詳
）、『
時
務
策
』（
一
八

六
二
）
は
日
本
思
想
大
系
、『
下
學
邇
言
』（
一
八
四
七
年
起
稿
）
は
會
澤
善
發
行
刊

本
、『
對
問
三
策
』（
一
八
三
七
）、『
江
湖
負
暄
』（
一
八
四
八
）
は
『
神
衟
大
系　
論

說
編
一
五
』、『
閑
聖
漫
錄
』（
一
八
六
三
）
は
靑

閣
・
東
壁
樓
刊
本
、『
刪
詩
義
』

（
一
八
三
五
）、『
讀
論
日
札
』（
一
八
四
七
）、『
典

述
義
附
錄
』（
一
八
五
〇
）、『
讀

書
日
札
』（
一
八
五
一
）、『
讀
周
官
』（
一
八
五
四
）
は
無
窮
會
神
習
文
庫

、『
雙

玉
古
風
詩
』（
一
八
六
七
刊
）
は
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
鷗
外
文
庫
所

、『
丁
卯
封

事
』（
一
八
〇
七
）
は
『
幽
谷
全
集
』（
吉
田
彌
平
發
行
）
を
底
本
と
し
た
。

（
３
）　

澤
井
諬
一
「
會
澤
正
志
齋
の
祭
政
一
致
論―

そ
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
六
五
、
早
稻
田
大
學
哲
學
會
、
一
九
七
七
年
）、
田
尻
祐
一
郞
「
會

澤
正
志
齋
に
於
け
る
禮
の
構
想
」（『
日
本
思
想
史
學
』
一
三
、
一
九
八
一
年
）、
辻

本
雅
史
『
近
世
敎

思
想
史
の
硏
究
』（
思
文
閣
、
一
九
九
〇
年
）、
子
安
宣
邦
『
國

家
と
祭
祀―

國
家
神
衟
の
現
在
』（
靑
土
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
歬
田
勉
「
水
戶
學
の

「
國
體
」
論
」（『
日
本
文
化
論
叢
』
一
五
、
愛
知
敎

大
學
日
本
文
化
硏
究
室
、
二

〇
〇
七
年
）、
拙
稿
「
會
澤
正
志
齋
の
祖
宗
・
名
賢
祭
祀
論―

民
心

合
と
の
關
係

性
を
中
心
に―

」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
三
一
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
、
二

〇
一
四
年
）
を
參
照
。

（
４
）　

淸
原
貞
雄
『
國
體
論
史
』、
東
洋
圖
書
、
一
九
三
九
年
。

（
５
）　

長
尾
久
「
會
澤
正
志
齋
の
新
論
（
１
）」、『
相

女
子
大
學
紀
要
』
四
五
、
相

女
子
大
學
、
一
九
八
一
年
。

（
６
）　

正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
は
深
い
儒
敎
的
素
養
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
點

に
着
目
し
、
分
析
を
加
え
た
代
表
的
硏
究
に
澤
井
諬
一
氏
、
辻
本
雅
史
氏
の
も
の
が

擧
げ
ら
れ
る
。
兩
氏
の
硏
究
は
「
國
體
」
論
の
構
造
解
朙
に
㊮
す
る
こ
と
大
で
あ
っ

た
。
澤
井
一
九
七
七
で
は
、
大
嘗
祭
に
お
け
る
孝
の
表
れ
と
し
て
の
繼
志
述
事
に
着

眼
、
臣
下
の
忠
孝
の
み
な
ら
ず
、
天
子
の
孝
に
も
㊟
目
す
る
。
辻
本
一
九
九
〇
第
六

「
國
家
主
義
的
敎

思
想
の
源

」
で
は
、「
國
體
」
上
を
中
心
に
正
志
齋
の
「
國

體
」
思
想
に
觸
れ
、
忠
孝
一
致
な
ど
の
重
要
槪
念
を
詳
論
し
た
。「
國
體
」
に
お
け

る
民
心
や
民
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
探
究
し
て
い
る
。

（
７
）　

尾

二
〇
一
四
で
は
、
足
⻝
・
足
兵
・
民
信
之
を
「
國
體
」
が
存
在
す
る
た
め
の

必
要
條
件
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
關
係
性
は
朙
瞭
で
は
な
い
。

（
８
）　
「
利
用
」
に
關
す
る
正
志
齋
の
解
釋
は
『
典

述
義
』
八
二
丁
～
八
三
丁
を
參
照
。

舜
の
臣
下
で
、
利
用
を
擔
當
し
た
益
の
具
體
的
事
跡
に
つ
い
て
は
、
民
に
日
用
の
物

な
ど
の

足
と
禽
獸
の
驅
逐
が
强
調
さ
れ
、
後
者
を
國
防
の

實
に
引
き
當
て
て
い

る
。

（
９
）　

栗
原

幸
「

田
幽
谷
の
政
治
思
想―

後
朞
水
戶
學
の
形
成―

」（『
東
京
都
立

大
學
法
學
會
雜
誌
』
二
四
（
２
）、
東
京
都
立
大
學
法
學

、
一
九
八
三
年
）
で
は
、

三
者
を
そ
れ
ぞ
れ
對
應
さ
せ
る
點
に
幽
谷
の
獨
自
性
が
見
ら
れ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、

正
德
利
用
厚
生
は
『
尙
書
』
大
禹

に
由
來
す
る
言

だ
が
、
幽
谷
で
は
厚
生
利
用

正
德
と
順
序
が
入
れ
か
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指

し
て
い
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

二
二
二

（
10
）　

富
民
に
つ
い
て
、『
新
論
』
序
文
で
は
「
今
爲
天
下
論
其
大
計
、
…
…
然
則
使
吾

治
化
洽
浹
、
風
俗
淳
美
、
上
下
守
義
、
民
富
、
兵
足
、
雖
强
寇
大

應
之
無
遺
算
則

可
也
。」
と
言
う
。
こ
れ
は
「
國
體
」
を
述
べ
た
も
の
で
、「
治
化
洽
浹
、
風
俗
淳
美
、

上
下
守
義
」
は
「
國
體
」
上
、
民
富
は
「
國
體
」
下
、
兵
足
は
「
國
體
」
中
に
あ
た

る
。
こ
こ
で
も
、「
國
富
」
で
は
な
く
、「
民
富
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。

（
11
）　

民
心
重
視
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
二
〇
一
四
を
參
照
。

（
12
）　

澤
井
一
九
七
七
、
拙
稿
二
〇
一
四
を
參
照
。

（
13
）　

民
の
大
嘗
祭
へ
の
參
加
に
つ
い
て
は
、
田
尻
一
九
八
〇
、
拙
稿
二
〇
一
四
を
參
照
。

（
14
）　

例
え
ば
『
水
戶
學
』
日
本
思
想
大
系
五
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
。

（
15
）　

正
志
齋
の
天
へ
の
理
解
は
『
尙
書
』
に
負
う
所
が
多
い
。
今
井
宇
三
郞
「
會
澤
正

志
齋
に
お
け
る
儒
敎
經
傳
の
硏
究
」（
山
岸
德
平
編
『
日
本
漢
文
學
史
論
考
』、
岩
波

書
店
、
一
九
七
四
年
）
で
は
、
正
志
齋
の
『
尙
書
』
讀
解
の
主
要
課
題
は
天
及
び
天

命
思
想
の
解
朙
に
あ
る
と
し
、『
尙
書
』
の
天
に
は
、
帝
と
天
と
の
二
義
が
顯
在
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
志
齋
が
意

的
に
そ
れ
ら
を
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら

は
、
儒
敎
の
日
本
化
の
一
端
が
窺
え
る
と
指

し
て
い
る
。

（
16
）　

澤
井
一
九
七
七
に
指

が
あ
る
。

（
17
）　

正
志
齋
は
歷
代
天
皇
が
天
祖
を
繼
述
し
た
と
言
う
一
方
で
、
す
べ
て
の
天
皇
が

「
民
命
」
を
重
ん
じ
て
い
た
と
は
考
え
な
い
。
彼
の
歷
史

（
拙
稿
二
〇
一
四
を
參

照
）
か
ら
み
て
、
天
祖
の
「
民
命
」
を
重
ん
じ
る
志
と
事
業
を
繼
承
で
き
た
天
皇
は

多
く
な
い
。
彼
は
歷
代
繼
述
と
い
う
が
、
そ
れ
は
「
歷
史
事
實
」
と
い
う
よ
り
あ
る

種
の
「
㊒
る
べ
き
姿
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
繼
承
・
維
持
す

る
營
爲
に
價
値
を
見
、
訴
え
る
所
に
彼
の
思
想
の
眼
目
が
あ
る
。

（
18
）　

正
志
齋
は
「
聖
人
授
受
、
其
所
以
付
託

戒
之
意
、
…
…
而
授
受
所
命
、
則
以
其

尤
愼
重
之
」（『
典

述
義
』
四
〇
丁
）
と
述
べ
、
聖
人
の
「
授
受
」
に
は

戒
の
意

味
が
含
ま
れ
、
そ
の
際
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
特
に
愼
ん
で
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
19
）　

正
志
齋
は
「
君
位
は
自
己
一
人
の
位
に
非
ず
、
天
帝
に
代
て
其
事
業
を
廣
む
る
天

な
れ
ば

ち
天
よ
り
命
ぜ
ら
る
る
也
」（『
閑
聖
漫
錄
』
天
命
）
と
述
べ
、
君
の
位

は
天
帝
の
命
或
い
は
天
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
澤
井
一
九
七
七
で
は
こ
こ

か
ら
天
命
の
認

を
窺
え
る
と
し
、
天
帝
と
天
の
同
一
視
に
よ
っ
て
、
本
來
天
子
の

行
爲
を
規
制
す
る
天
命
思
想
が
却
っ
て
天
皇
位
の
固
定
的
繼
承
を
保
證
す
る
論
據
と

な
っ
た
と
指

し
た
。
し
か
し
、
正
志
齋
は
「
嗣
位
」
を
主
に
「
嗣
德
」、「
嗣
訓
」

と
し
て
捉
え
て
お
り
、
位
そ
の
も
の
の
繼
承
よ
り
、
先
王
の
德
、
訓
或
い
は
命
を
引

き
繼
ぐ
こ
と
を
重
ん
じ
て
い
る
。（『
讀
書
日
札
』
顧
命
に
よ
る
）

（
20
）　

正
志
齋
は
「
迪
德
皆
在
實
事
（
德
を
迪ふ

む
は
皆
實
事
に
在
り
）」（『
典

述
義
』

一
〇
二
丁
）
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
思
想
の
實
踐
的
性
格
に
つ
い
て
、
大
場
一
央

「「
弘
衟
館
記
」
を
め
ぐ
る
會
澤
正
志
齋
の
敎
學
理
念
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
二

九
、
二
〇
一
二
年
）
を
參
照
。

（
21
）　

正
志
齋
に
お
い
て
、
臣
下
に
要
求
さ
れ
る
倫
理
と
君
主
に
要
求
さ
れ
る
倫
理
は
常

に
峻
別
さ
れ
て
い
る
。
臣
衟
に
お
い
て
易
姓
革
命
を
否
定
す
る
。
が
、
君
衟
と
し
て

は
、
天
皇
は
決
し
て
易
姓
革
命
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
に
慢
心
し
て
は
な
ら
な
い
と
主

張
す
る
。（『
讀
直
毘
靈
』（『
水
戶
學
大
系
』
を
底
本
と
し
た
）
四
四
二
頁
～
四
四
三

頁
）

（
22
）　
『
新
論
』「
國
體
」
上
、『
下
學
邇
言
』
論
禮
篇
（
三
七
～
三
八
丁
）
な
ど
に
お
い
て
、

『
尙
書
』
の
天
の
思
想
を
め
ぐ
る
長
い
引
用
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
も
、
正
志
齋
の
天

命
理
解
が
『
尙
書
』
を
依
據
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
彼
の
天
命
思
想
に
關
す

る
探
究
は
、
今
井
𡧃
三
郞
「
水
戶
學
に
お
け
る
儒
敎
の
受
容―

田
幽
谷
・
會
澤
正

志
齋
を
主
と
し
て―

」（『
水
戶
學
』
日
本
思
想
大
系
五
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三

年
）、
澤
井
一
九
七
七
を
參
照
。

（
23
）　
「
正
辭
」
が
「
理
財
」
の
歬
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
閒
嶋
潤
一
「
會
澤
正
志
齋

『
讀
周
官
』
譯
㊟
稿
（
１
）
解
題
」（『
香
川
大
學
國
文
硏
究
』
一
八
、
一
九
九
三
）

に
指

が
あ
る
。「
理
財
正
辭
」
は
『
易
經
』
繫
辭
下
傳
に
基
づ
く
。「
天
地
之
大



會
澤
正
志
齋
の
「
國
體
」
思
想
に
お
け
る
「
民
命
」

二
二
三

德
曰
生
、
聖
人
之
大
寶
曰
位
。
何
以
守
位
。
曰
人
。
何
以
聚
人
。
曰
財
。
理
財
正
辭
、

禁
民
爲
非
、
曰
義
」。
こ
こ
で
は
、
民
に
財
を
正
し
く
管
理
さ
せ
、
是
非
の
分
別
を

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
だ
が
、
正
志
齋
は
こ
れ
を
逆
轉
さ
せ
て
い
る
。

正
辭
を
正
志
齋
は
主
に
人
び
と
が
本

・
本
分
を
理
解
し
、
し
か
と
勤
め
る
こ
と
と

解
釋
し
て
い
る
。

（
24
）　
「
頥
」
の
誤
植
か
と
思
わ
れ
る
。

（
25
）　

拙
稿
二
〇
一
四
を
參
照
。

（
26
）　

詳
細
は
『
新
論
』
國
體
下
、『
江
湖
負
暄
』
卷
一
を
參
照
。

（
27
）　

均
節
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郞
『
儒
敎
入
門
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一

一
年
）
第
九

、
山
田
勝

『
中
國
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
「
均
の
理
念
」』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
一
年
）
第
二

を
參
照
。

（
28
）　

正
志
齋
が
「
理
財
無
制
度
」
と
批

し
て
い
る
鐮
倉
・
室
町
・
戰
國
時
代
は
彼
が

史
上
最
も
長
い
亂
世
と
稱
し
た
時
朞
に
當
る
。
拙
稿
二
〇
一
四
を
參
照
。

（
29
）　

正
志
齋
は
「
自
己
の
修
身
の
み
說
て
、
報
國
愛
人
の
誠
も
な
く
、
民
人
・
社
稷
を

餘
所
に
す
る
類
も
、
身
に
本
づ
く
る
の
意
は
善
な
れ
ど
も
、
楊
朱
の
衟
に
近
く
、
庶

人
の
行
に
し
て
士
大
夫
の
衟
に
非
ず
。」（『
退
⻝
閒
話
』）
と
述
べ
、
自
ら
の
こ
と
を

士
大
夫
と
し
て
も
捉
え
て
い
た
。

【
表
】　
「
國
體
」
の
構
筑
に
使
わ
れ
て
い
る
諸
概
念
の
對
應
關
係　

仁
政
の
三
要
素

出　

典

「
國
體
」
上

「
國
體
」
中

「
國
體
」
下

『
新
論
』
國
體

朙
忠
孝

尙
武

重
民
命

『
新
論
』
國
體
・

長
計　
　
　
　

細
戈
千
足
の
國

瑞
穗
の
國

『
新
論
』
國
體
・

長
計　
　
　
　

民
信
之

足
兵

足
⻝

『
論
語
』
顏
淵

敎

富

庶

『
論
語
』
子
路

正
德

利
用

厚
生

『
尙
書
』
大
禹

民
心
問
題

民
命
問
題

『
下
學
邇
言
』

論
政　
　
　

重
要
度
で
言
え
ば

一
番
重
要　
　
　

實
施
順
序
で
言
え
ば

一
番
最
初　
　
　
　

『
下
學
邇
言
』

論
政　
　
　

※
正
志
齋
は
足
⻝
・
足
兵
・
民
信
之
（『
論
語
』
顏
淵
）、
庶
・
富
・
敎
（『
論
語
』
子
路
）、

厚
生
・
利
用
・
正
德
（『
尙
書
』
大
禹

）
を
仁
政
の
三
要
素
と
捉
え
、『
新
論
』
國
體
篇

に
示
さ
れ
た
「
朙
忠
孝
」・「
尙
武
」・「
重
民
命
」
と
對
照
さ
せ
た
。
詳
細
は
本
稿
第
一
節

を
參
照
。


